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0
平
成

8
年
中
の
所
得
（
収
入
）

に
関
す
る
書
類

了
給
与
所
得
の
方
は
、
源
泉
徴
収

票
か
給
与
明
細
書

印
年
金
所
得
の
方
は
、
年
金
の
源

泉
徴
収
票

⑰
給
与
・
年
金
以
外
の
所
得
の
あ

る
方
は
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費

の
算
定
基
礎
と
な
る
帳
簿
や
領
収

書
な
ど

0
平
成

8
年
中
の
控
除
に
関
す
る

書
類

⑦
生
命
保
険
、
個
人
年
金
、

損
害

保
険
を
支
払
っ
た
方
は
、
そ
の
支

払
証
明
書

印
国
民
健
康
保
険
•
国
民
年
金
な

ど
の
社
会
保
険
料
を
支
払
っ
た
方

は
、
そ
の
領
収
書

ウ
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
書
類

〇
印
鑑

0
市
・
都
民
税
申
告
書
（
お
手
元

に
あ
る
方
は
忘
れ
ず
に
）

申
告
書
の
配
布

市
・
都
民
税
の
申
告
書
は
、
市

民
税
課
、
七
生
・
多
摩
平
両
支
所

で
配
布
し
て
い
ま
す
（
表

1
参

照）
。
ま
た
、
市
民
税
課

(
6
内
線

115ー
118)
へ
r
J

連
絡
く
だ
さ
れ
ば
、

市
・
都
民
税
の
申
告
書
を
郵
送
し

ま
す
。相

談
・
提
出
先

市
・
都
民
税
の
申
告
書
の
提
出

先
は
、
表
ー
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
申
告
に
つ
い
て
の
相
談

を
、
表

2
の
と
お
り
受
け
付
け
ま

す
。七
生
・
多
摩
平
両
支
所
で
は
、

市
・
都
民
税
申
告
書
の
提
出
は
で

市
・
都
民
税
申
告
時
の

必

要

書

類

税の申告用紙の配布・提出場所

ー

2
注
注

注 3

七生・多摩平両支所では、申告相談はできません
七生 ・多摩平両支所にある確定申告の用紙は、一§笈用、
還付用のみです。

市民税課では、完成した申告書 を預か り、日野税務著ヘ
送ります（内容についての相談はご遠慮を）。

市・都民税の申告相談・受付日程（表 2)

間

の
学
生
•
お
年
寄
り
な
ど
）

②
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
※
市
・
都
民
税
の
申
告
を
し

な
い
と
、

国
民
健
康
保
険
税
の
軽

滅
描
置
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す

⑰
私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
が

申
告
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？

R

会

社
が
市
役
所
に
給
与
支

払
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
場
合

に
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。た

だ
し
、
前
年
に
給
与
を

2
カ

所
以
上
の
事
業
所
か
ら
受
け
て
い

た
方
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（転
職
し
た

方
で
、
前
職
分
を
含
め
て
年
末
調

整
さ
れ
て
い
る
方
を
除
き
ま
す
）
。

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
確
定
申
告
す

る
方
は
、
申
告
書

1
面
左
下
隅
の

給
与
所
得
以
外
の
住
民
税
の
徴
収

方
法
の
選
択
欄

（
下
表
参
照
）
を

忘
れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

給
与
以
外
の
所
得
に
対
す
る
市
・

都
民
税
を
給
与
か
ら
差
し
引
く
こ

と
を
希
望
す
る
場
合
は
、
「
特
別
徴

収
」
の
文
字
を
、
ま
た
、

給
与
か

ら
差
し
引
か
な
い
で
、
個
人
で
納

付
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
は

来ので車んせま）
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ん
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に

付

店

け
支

受

生

。
は

七
を
日

協
慮
曜

農
遠
日

南
ご
・

京
は
曜

東
場
土

※

※

 

東京南農協七生
支店会議室

市役所 1陛
IOI会議室

時

時

時
4
 

～

～

 

前
時
後
時

午

9
午
ー

所得税の確定巾作については

日野税務署（ff85・5661)

所
得
税
の
確
定
申
告
の
申
告
書

提
出
先
は
、
日
野
税
務
署
で
す
。

▽
提
出
方
法
1
1
次
の
い
ず
れ
か
で

0
午
前

9
時
1
正
午
、
午
後
1
時

1
5時
に
税
務
署
に
持
参

〇
税
務
署
に
郵
送

．

．

 

0
休
日
・
時
間
外
に
、
税
務
署
正

面
に
あ
る
「
収
受
ポ
ス
ト
」
へ

0
市
役
所
市
民
税
課
へ
午
前

8
時

30分
ー
午
後
5
時
に
持
参

※
税
務
署
、
市
役
所
は
士
曜

・
日

▽
受
付
時
間
1
1
午
前

9
時

1
正

午
、
午
後

1
時

1
4
時
（
土
曜

・

日
曜
日
を
除
く
）

▽
会
場
1
1
日
野
税
務
署

(-T191
万

願
寺
229
・
高
幡
矯
バ
ス
停
下
車
徒

歩
1
分
）

※
市
民
会
館
や
東
京
南
農
協
な
ど

の
確
定
申
告
の
出
張
相
談
は
実
施

さ
れ
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
書
の

提

出

先

確
定
申
告
に
つ

い

て

の

相

談

曜
日
は
休
み
で
す
。

R

私

は

昨

年

10
月
に
退
職
し
、

現
在
無
職
で
す
。
申
告
の
必
要
が

あ
り
ま
す
か
？

R

現

在

無

職
で
も
、

昨
年
収
入

が
あ
っ
た
場
合
に
は
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

年
の

途
中
で
退
職
し
た
場
合
に
は
、

年

末
調
整
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
申
告
す
る
際
は
所
得
税
の
確

定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い。

給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

3
 

・リ

m
i

日
野

税

務

署

所
得
税
の
確
定
申
告
は
1Ji[ヘ

所

市

民

税

市

・

都

民

税

の

申

告

は
譴

ド
市

役

ヘ

課

き
ま
す
が
、
申
告
桓
談
は
受
け
か

ね
ま
す
。
こ
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
告
書
の

提
出
も
で
き
ま
す
の
で
、
こ
活
用

く
だ
さ
い
。

▽
郵
送
先
1
1
日
野
市
役
所
市
民
税

課
（
〒
間
神
明

1
の
12の
1
)

⑰
私
は
、
市
外
に
単
身
赴
任
し

て
い
る
夫
に
扶
蓑
さ
れ
て
い
る
妻

で
す
。
収
入
が
な
い
の
で
、
申
告

す
る
必
要
は
な
い
と
思
っ
の
で
す

が
？

R

収
入
が
な
く
て
も
、

次
の
方

は
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
ど
な
た
か
に
扶
養
さ
れ
て
い
て

も
、
そ
の
扶
養
者
と
同
居
し
て
い

な
い
方
（
単
身
赴
任
中
の
夫
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
妻
、
一

人
暮
ら
し

R住民税・事業税に関する事項

住配民当税に関の特す例る
円 ヽ［ 給の住与方所民法税得以外徴択 特別徴収・普通徴収

例非居住者の特
収 の選の

［ 
事譲業渡用損資失産なのど 税非霞事税婁所の得所，18非霞 円

得など

平開（廃成）業8月年日 月 日 損用益前通の算不の動特産例所適得

ヽ 4 

「
普
通
徴
収
」

の
文
宇
を
マ
ル
で

囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

i

市
・
都
民
税
の
申
告
と
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
期
間

{

は

‘
2月
17日
同
＼
3
月
17日
同

（土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

f

で
す
。
例
年
、

3
月
に
な
る
と
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申

叫
告
は
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

一

► 9999 · 會~ 9999....，'"...，"'鴫

這

市

Q

畠

ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

． 
都
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

『
吾
~
五
＂
＂
目
~
t
1
1
月
~
i
1
1
月
~
h
1
1
8
五
[
I
I
t
g
~
1
1
月
註
＂
＂
g
~
註
＂
＂
”
月
1
1
3
月
1
1
月
f
r
'
,
”
月
1
1
”
月
1
1
i

.

見
え
、

尾
の
黒
色
と
尻
の
白
色
が
強
い
コ
ー
―

g
 

i

i

 

ン
ト
ラ
ス
ト
を
も
っ
て
い
ま
す
。

メ
ス
は
~
~

――
 

―

―

―

 

出

紫
褐
色
。
脇
は
オ
レ
ン
ジ
色
を
帯
び
て
い

i

i

一

．
 

？
 

`

〇
〗
＇[9

ン

ま

す

。
オ
ス
・
メ
ス
と
も
に
く
ち
ば
し
は
＿
―

――
 

――
 

比
較
的
短
く
て
幅
広
く
、

青
灰
色
を
し
て

g

い
て
先
だ
け
が
黒
い
で
す
。

―

―

ド

チ

野

―
―
―
ツ

El

―

-

｀

一

オ

ス

は

、

ピ

ュ

ー

ン

と

い

う

大
き
な
声
―
―~

~
 

――
 

l

l

,
＇芯

'9

ー
、
オ

n

を
た
て
ま
す
。

浅
い
水
域
で
は
、
逆
立
ち
を
す
る
よ
う
＂
＂

r"
 

凜

．＇ 
な
格
好
で
水
底
の
水
草
を
食
べ
ま
す
。
陸
―
―

＝
 

地
で
は
、

青
草
を
く
ち
ば
し
で
力
強
く
引

i

i

――
 

l

l

 

き
ち
ぎ
っ
て
食
べ
て
い
ま
し
た

。

~
~

＝
ヒ
ド
リ
ガ
モ

――
 

――

浅
川
の
冷
た
い
水
面
に
、
ひ
と
き
わ
活

-

l

 

~
~

発
に
動
き
回
っ
て
い
る
水鳥
が
い
ま
し

＝
 

す

＿―
 

叩
~
た。

ヒ
ド
リ
ガ
モ
（写
真
）
で
す。

出

ま

――

全
長
約

4
8
.
5
tン
で
中
型
の
カ
モ
で

'

し――
 ＝

 

＝

す
。
オ
ス
は
一
見
明
る
い
灰
色
で
、

尾
の

――

て
―ー

し

出
あ
た
り
が
黒
く、

頭
の
方
が
赤
褐
色
に
見

~
~

用

＿
一
ぇ
ま
す
。
こ
れ
が
名
前
「
緋
（
ひ
・
明
る

――

使

ii
v濃
い
赤
色）

鳥
鴨
（
か
も
）」
の
由
来
で

．

＝

を――
紙

l

一
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
急
角
度
に
せ

、

―
―
り
上
が
っ
た
額
か
ら
前
頭
部
に
か
け
て
黄

裟

i

i

生

＝

白
色
、
翼
に
は
っ
き
り
と
し
た
白
色

部

が

＿

＿

洒

~
~
 

-Ir且
i
"五
目
1
1
昔
ー
月
1
1
荘
目
1
1
五
目
1
1
g
g
l
l
昔
h
＂目i
ー
11五目
1
1且
i
"五
目
1
1
g
i
i
し

昔
i
i
1
1
月
5
i
1
1
月
i
h
1
1
月
i
i
1
1
且
~
註
＂
＂
目
[
I
I

五
~
E
I
I
昔
i
"
＂
五
~
日
1
1

昔
a
1
1
5
月
＂
＂
月
i
"
"

E

g
"
”

片J
 

i
[
”業者
5
確
定
巾
告
無
料
相
談
会
―
―

~
~

『

係

――
 

――

古

i

叩

＊

日

野

市

商

工

会

主

催

所

得

が

高

額

な

方

、

譲
渡
所
得
の
あ
る
方
、
出

i

二
＞
日
程
1
1
2

月
17日
⑪
i
2
1日
曲
、
3
月
所
得
計
算
等
が
複
雑
な
方
は
日
野
税
務
署

出

、

――
 

――

は

出

の

――

ひ

―-
5
日
困
ー
7
日
⑥
、
3
月
10日
卸
・
11日
凶

へ
こ
相
談
を。

＝

▽
時

間

卓

前

9
時
1
正
午
、
午
後
1
時
▽
日
程
1
1
3月
3
日
回
ー
5
日
困

H

報

――1
4
時
※
受
付
は
午
後

3
時
お
分
ま
で
▽
時
間
1
1
午
前
9
時
ー
正
午
、
午
後

1
時
―
―

[

――

▽
会
場
11日
野
市
商
工
会
館

（多
摩
平

7
1
4時
※
午
前
中
の
受
付
は
11時
、
午
後
―
―

＝
の
お
の
お
※
移
転
し
ま
し
た
。
2
面
別
掲
の
受
付
は

3
時
30分
ま

で

―

―

一一

記
事
参
照
）

▽
会
場
1
1
東
京
南
農
協
七
生
支
店
ホ
ー
ル

g――
 ~

~
 

i

i

 

=

※
譲
渡
所
得
に
関
す
る
相
談
は
行
い
ま
せ
（
三
沢
3
の
53の
15)

＝
ん
。
必
要
書
類
等
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。
※
車
で
の
来
場
は
こ
遠
慮
を
。
必
要
書
類

――――
 

l
l

▽
問
合
せ
先
11日
野
市
商
工
会

(681
・
等
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

i
i
3
6
6
6
)

▽
問
合
せ
先11
東
京
税
理
土
会(
6
9
3
.
~
~

―
-
＊
東
京
税
理
士
会
主
催

8
2
4
1
)

――

――

小
規
模
事
業
者
向
け
の
相
談
会
で
す
。

＝
 

ぜ
＂
＂
目
只
"
"
g

~i
l
l
昔
~
~
1
1
月
i
"
"
5
8
日
1
1
五
目

1
1

月
i
d
1
1
日
目
1
1
月
3
1
1
3
月
1
1
ぷ
月
1
1
”
月
1
1
5
”
a

.. 

1
1月
i
"
"
且
五
＂
＂
月
3
1
1
月
註
＂
＂
五
目
1
1
目
~
註
＂
＂
五
g
"

＂
月
3

1
1

且

~
"
"
"
5月
1
1
月
"
1
1
且
註
＂
＂
目
E
"
＂
p
i.

i

i

――
 

-
l

今

号

の

主

な

内

容

録
の
手
続
き
、
国
民
年
金
の
紹
介

g

6
面
…
消
費
生

活

講

座

を

開

催

―

―

―-
2面
…
春
の
市
内
見
学
会

7
面
…
公
民
館
の
催
し

i-

i

i

 ――

3
面
…
保
健
・

医
療
の
ペ
ー
ジ

8
面
…
み
ん
な
の
メ
モ
帳

l

i

=
4
.
5面
…

戸

籍

、

住

民

登

録

、

印

鑑

登

―

―

-la"113目11註iiill昔ii11且ii11月811月311月
ii1
1
月ii11琵
iー11昔ii1
1
昔iill昔iー
1135迂

1

、



1997年（平成9年） 2月15日

第913号 て^°‘
(2) 

市役所
代表電話

拿 85-1111

▽
対
象
1
1
昭
和
53年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
の
児
童
を
養
育
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
父
・
母

ま

た

は

養

育

者

▽

対

象

1
1
昭
和
53年
4
月
2
日
以

①
父
母
が
離
婚
②
父
ま
た
は
母
が
降
生
ま
れ
（
一
定
の
障
害
が
あ
る

死
亡
③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
児
童
は
20歳
未
満
）
の
児
童
を
養
▽
対
象
1
1
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

害
者
④
父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上
育
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
す
る
20歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

生
死
不
明
⑤
父
・
認
知
の
父
ま
た
る
母
ま
た
は
養
育
者
て
い
る
方

は
母
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
（
仕

CD父
母
が
離
婚
②
父
が
死
亡
③
父
①
愛
の
手
帳
l
1
3度
程
度
②
身

送
り
、
連
絡
な
ど
が
1
年
以
上
な
が
重
度
の
障
害
者
④
父
が
1
年
以
体
障
害
者
手
帳
l
1
2級
程
度
③
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し
市
内
の
名
所
・
公
共
施
設
な
▽
見
学
コ
ー
ス

11市
役
所
i
ク

▽

定

員

11各
日
25人
（
先
着
順
）
一

～
ど
を
巡
る
「
市
内
見
学
会
」
を
行
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
＼
ふ
る
さ
と
▽
注
意
1
1
①
昼
食
は
持
参
を
②

加

叫
い
ま
す
。
気
軽
に
こ
参
加
く
だ
博
物
館
ー
市
役
所
（
昼
食
）

I
石
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み
は

4

{

人
ま
で
③
足
元

f

一

(

さ

い

。

参

加

希

望

の

方

は

申

し

込

み

を

一
▽
日
時
11
3
月

の

悪

い

所

を

歩

[
困
午
前
9
時

ー

靴

で

参

加

を

一

一
4
日
囮
•
5

日
羊
介
の
市
内
見
学
会
き
ま
す
。
運
動
[

午
後
4
時

※

雨

天

実

施

田

寺

i
百
草
園
i
高
幡
不
動
尊
▽
申
込
み
1
1
2月
17日
国
か
ら
[

一
▽
集
合
場
所
11市
役
所
1
階
口
※
コ
ー
ス
は
変
更
す
る
場
合
が
電
話
で
広
報
課
市
民
相
談
担
当
一

一ビー
あ

り

ま

す

（

6
8
5
.
2
0
0
0
)
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老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
を
受
け
た
方
へ

「
医
療
費
通
知
L

を
あ
送
り
し
ま
す

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
を
受
な
お
、
お
知
ら
せ
す
る
医
療
費
▽
問
合
せ
先
1
1
老
人
福
祉
課
6
内

け
た
方
（
医
療
受
給
者
）
へ
、

2

の
額
に
は
、
健
康
保
険
外
の
診
療
線
233.234

月
下
旬
に
医
療
費
通
知
を
お
送
り
費
用
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
病
院
・
診
療
▽
注
意
11①
傷
病
名
・
診
療
取
り

所
等
で
の
皆
さ
ん
の
診
療
や
入
院
扱
い
機
関
名
・
薬
剤
名
な
ど
の
診

な
ど
の
状
況
を
記
録
し
た
も
の
で
療
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

す
。
今
回
は
9
月
に
診
療
し
た
分
に
は
、
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
こ
了
承
く
だ
さ
い
②

病
院
等
の
請
求
が
月
遅
れ
だ
っ
た
こ
の
通
知
は
参
考
ま
で
に
お
送
り

も
の
や
3
千
円
以
下
の
も
の
は
除
す
る
も
の
で
、
何
ら
か
の
手
続
き

外
し
て
あ
り
ま
す
）
。
を
と
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

育

成

手

当

母
子
・
父
子
家
庭
に
育
成
手

当
、
母
子
家
庭
に
児
童
扶
養
手
当

が
、
障
害
を
お
持
ち
の
お
子
さ
ん

を
養
育
し
て
い
る
方
に
障
害
手

当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
未
申
請
の
方
は
お
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

い
）
⑤
父
ま
た
は
母
が
1
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
⑦
婚
姻
に
よ
ら

な
い
で
出
生
（
認
知
さ
れ
て
い
て

も
、
認
知
の
父
に
扶
養
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
受
給
可
。
扶
養
の
有
無

の
判
断
は
児
童
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
を
）

▽
支
給
額
1
1
甲
請
の
翌
月
分
か
ら

鬼
童
l
人
に
つ
き
月
1
万
3
千
500

円

児
童
扶
養
手
当

浄
化
槽
清
掃
経
費
の
軽
減
措
罹
が
廃
止
に

市
で
は
、
公
共
下
水
道
工
事
が
浄
化
槽
に
よ
る
水
洗
ト
イ
レ
を
使
ま
せ
ん
。

終
わ
り
「
供
用
開
始
の
告
示
」
が
用
し
て
い
る
方
は
、

6
カ
月
以
内
現
在
、
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い

さ
れ
る
と
、
水
洗
化
工
事
を
義
務
に
浄
化
槽
を
廃
止
し
、
公
共
下
水
る
方
へ
「
浄
化
槽
清
掃
経
費
軽
減

づ
け
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
道
に
直
接
放
流
し
な
け
れ
ば
な
り
措
置
」
を
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
6

平
成

6
年

3
月
31
日
以
前
に
下
水
道
供
用
開
始
さ
れ
た
地
域
の
方
へ

▽
対
象
11次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
20歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

①
愛
の
手
帳
ー
ー
3
度
程
度
②
身

体
障
害
者
手
帳
ー
ー
3
級
ま
た
は

4
級
（
下
肢
の
一
部
）
程
度
③
早

期
幼
年
自
閉
症
、
精
神
分
裂
、
そ

_＿-＝
n--gn-n-＝＝=m--＝=-=＝＝＝＿-m-＿＿＿＿-ー
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2
月
1
7
Hか
ら

回
エ
金
0
田
国
渉

9
B

用
途
に
利
用
で
き
る
大
会
議
室
な

ど
が
あ
り
、
商
工
会
員
へ
の
貸
し

、
▽
18日
1
1
市
民
自
治
学
園
（
庁
内

出
し
の
ほ
か
、
地
域
活
動
の
会
合
会
議
室
）
に
講
話
▽

20日
11東
京

等
に
も
和
用
で
き
ま
す
。
都
市
長
会
厚
生
部
会
、
市
長
会
役

▽
新
商
工
会
館
の
所
在
地
1
1
多
摩
員
会
議
（
東
京
自
治
会
館
）
に
出
席

平
7
の
23
の
23
（
案
内
図
参
照
）
▽

21日
11日
野
市
赤
十
宇
奉
仕
団

▽
問
合
せ
先
1
1

日
野
市
商
工
会
新
年
会
（
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

(
6
8
1
.
3
6
6
6
/
F
A
X
8
6

に
挨
拶（
あ
い
さ
つ
）
▽

22日
11日

.
6
0
6
3
)

野
市
湧
水
調
査
会
（
庁
内
会
議
室
）

：
一
●
一
ー
·
一
•
―
●
:
-
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市
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
が
：

一

一，
’
.
来
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す

に
全
額
納
め
た
こ
と
に
対
す
る
報

奨
金
制
度
を
、
平
成
9
年
度
か
ら

鹿
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
終
戦
直
後
の
社

会
経
済
の
混
乱
期
に
お
い
て
、
地

方
税
に
対
す
る
納
税
意
欲
を
高
め

至日野駅 日野

新商工会館＼大久只ヨIli」[』竺竺_JLJ L -

J 
7口可摩平口可『；ょこ二云二

案
内
図

障

害

手

当

上
生
死
不
明
⑤
父
・
認
知
の
父
か

ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
（
仕
送
り
、

連
絡
な
ど
が
1
年
以
上
な
い
）
⑥

父
が
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
認

知
さ
れ
て
い
な
い

▽
支
給
額
11
申
請
の
翌
月
分
か
ら

児
童
1
人
の
場
合
…
月
4
万
1
千

390円
（
一
部
支
給
の
と
き
は
月
2

万
7
千
690円）

／
児
童
2
人
の
場

命
：
月
4
万
6
千
390円
（
一
部
支

給
の
と
き
は
月
3
万
2
千
690円）

新
商
工
会
館
の
完
成
に
伴
い
、

2
月
17日
国
か
ら
日
野
市
商
工
会

の
事
務
所
が
移
転
し
ま
す
。

新
し
い
商
工
会
館
は
、
様
々
な

特
別
児
童
扶
養
手
当

量

未
申
請
の
方
は
児
童
福
祉
課
で
手
続
き
を

脳
性
小
児
ま
ひ
、
進
行
性
筋
委
縮

症▽
支
給
額
1
1

申
請
の
翌
月
分
か
ら

1
人
に
つ
き
月
1
万
5
千
500円

市
で
は
、
昨
年
9
月
に
「
日
野

市
行
財
政
調
査
会
」
か
ら
の
答
申

を
受
け
、
日
野
市
行
財
政
改
革
大

綱
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

市
税

（市
・
都
民
税
、
固
定
資
産

税
．
都
市
計
画
税
）
を
納
期
限
前

n-
＝＝_＿＿＿ 

う
う
つ
病
、
て
ん
か
ん
、
頭
部
外

傷
後
遺
症
、
腎
・
肝
臓
疾
患
、
心

臓
機
能
障
害
、
血
液
疾
患
、
呼
吸

機
能
障
害
等
で
一
定
程
度
の
障
害

を
持
っ
て
い
る

※
障
害
児
が
障
害
に
よ
る
公
的
年

金
を
受
け
て
い
る
場
合
や
一
定
の

福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

▽
支
給
額
11
申
請
の
翌
月
分
か
ら

重
度
の
場
合
…

1
人
に
つ
き
月
5

万
350円
／
中
度
の
場
合
…

1
人
に

つ
き
月
3
万
3
千
530
円

••••••••••••••••••••••••••••••••• 
以
上
、
い
ず
れ
の
手
当
も
所
得

等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
児
童
福
祉
課

(
C
内
線
245)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
3月
14
日
曲
i
1
6日
⑭

午
前
10時
ー
午
後
5
時

▽
会
場
1
1
大
丸
東
京
店
9
階

▽
内
容
11少
年
の
非
行
問
題
に
関

す
る
こ
と
、
少
年
自
身
の
悩
み
ご

と
、
い
じ
め
問
題
や
非
行
防
止
に

関
す
る
こ
と
ほ
か

※
希
望
に
よ
り
専
門
の
相
談
員
が

心
理
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
秘
密

は
固
く
守
り
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
1
1
警
視
庁
少
年
第
1

課
少
年
相
談
室

(
6
0
3
.
3
5
8

l
.
4
3
2
1内
線
3
5
7
3
3

.
3
5
7
3
4
)
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年
3
月
31日
以
前
に
下
水
道
の
供

用
関
始
を
し
た
区
域
の
方
へ
は
、

来
年
度
か
ら
こ
の
措
謳
を
廃
止
し

ま
す
。こ
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
課

(681.

0
4
4
4
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

3月14日～16日に開設

少年1
湘l談所

神
戸
市
の
広
報
紙
の
郵
送
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
方

で
、
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
11
ハ
ガ
キ
で
。
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
現
在
の
避
難
先

に
挨
拶
▽
23
日
1
1
多
摩
都
市
モ
ノ

レ
ー
ル
車
両
内
覧
会
（
立
川
市
内

モ
ノ
レ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）
に
出
席
、

清
掃
従
事
者
褒
賞
式
（
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
）
に
挨
拶
、
日
野
市
都
市

計
画
審
議
会
（
庁
内
会
議
室
）
、
平

成
9
年
度
東
京
都
予
算
編
成
に
伴

う
市
町
村
合
同
会
議
（
都
庁
）に
出

席
▽
24
日
11
日
野
警
察
署
武
道
始

式
（
コ
ニ
カ
体
育
館
）
に
挨
拶
▽

25

日
1
1
市
長
相
談
日
（
市
民
ロ
ビ
ー
、

2
件
）
、
保
育
ま
つ
り
（
市
民
会
館
）

に
挨
拶
▽
27
日
11東
京
都
市
公
平

委
員
会
関
係
団
体
協
議
会
、
東
京

都
市
長
会
議
（
東
京
自
治
会
館
）
に

出
席
▽
28
日
1
1
日
野
市
地
域
保
健

協
議
会
（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
）

に
出
席
▽
29
日
11
日
野
市
遺
族
会

新
年
会
（
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

に
挨
拶
▽
30
日
1
1
日
野
市
消
費
者

運
動
連
絡
会
懇
談
会
（
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
）
に
挨
拶

る
こ
と
、
税
収
の
早
期
確
保
を
図

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

し
か
し
、
時
代
の
推
移
と
と
も

に
制
度
創
設
の
目
的
は
ほ
ぼ
達
成

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

①
高
額
所

娼
者
が
優
遇
さ
れ
る
②
特
別
徴
収

（
給
料
か
ら
の
天
引
き
）
の
納
税

者
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と
い
っ

た
、
こ
の
制
度
が
抱
え
る
問
題
点

も
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
廃
止
は
、
以
上
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
て
行
う
も
の
で

す
。
皆
さ
ん
の
こ
理
解
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11納
税
課
6
内
線
131

2
 

.
3
 

゜

節
水
に
こ
協
力
を
4

た
ノ

お
願
い
し
ま
す
。
ご
d

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
原
因
で
神
戸
市
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
へ

神
戸
市
の
広
報
紙
を
郵
送
し
ま
す

の
住
所
（
郵
便
番
号
、
団
地
名
、

棟
・
号
、
様
方
な
ど
も
明
記
を
）
、

電
話
番
号
、
避
難
先
の
住
宅
の

種
類
（
親
類
宅
、
仮
設
住
宅
、
公

営
住
宅
、
社
宅
、
民
間
賃
貸
住
宅

な
ど
）
と
入
居
年
月
日
、
避
難
前

Iお済みですか

告申の
産資却償

市
内
で
事
業
所
を
営
ん
で
い

る
方
は
、
毎
年
1
月
1
日
現
在

に
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に

つ
い
て
、

1
月
末
日
ま
で
に
申

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
未
申
告
の
方
は
、
大
至
急
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先
1
1
資
産
税
課
6
内

線
126

道
路
に
看
板
・
日
よ
け
を
設
置
す
る
に
は

道
路
占
用
許
可
が
必
要
で
す

道
路
に
看
板
や
日
よ
け
を
設
占
用
料
・
申
請
方
法
な
ど
詳

墜
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
道
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

路
管
理
者
の
許
可
（
道
路
占
用
▽
問
合
せ
先
11市
道
…
市
役
所

許
可
）
を
受
け
、
占
用
料
を
支
払
管
理
課
6
内
線
335／
市
内
の
都

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

道

…
南
多
摩
西
部
建
設
事
務
所

ま
た
、
占
用
許
可
期
間
満
了
管
理
課

(
C
0
4
2
6
.
4
4
.

後
も
引
き
続
き
看
板
等
を
設
置

1
1
1
1
)
／
市
内
の
国
道
・
・
‘

す
る
場
合
に
は
、
更
新
手
続
き
相
武
国
道
工
事
事
務
所
管
理
第

を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

1
課

(
6
0
4
2
6
.
4
3
.
2

ん。

0
0
7
)

I 
固定資産課税台帳の縦覧は 4月に

地方税法の一部改正が見込まれるため、平成 9年度固定

資産課税台帳の縦覧は 4月に行います。縦覧期間は 4月 1

日（火）～21日（月）を予定しています。

なお、詳細は決まり次第、本紙でお知らせします。

（資産税課）

の
神
戸
市
で
の
住
所
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
神
戸
市
広
報
課

こ
う
べ
係
(
〒
650神
戸
市
中
央

区
加
納
町

6
の
5
の
16078.

3
2
2
.
5
0
8
5
)

へ
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ヽ
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(3) て^°‘第913号

1997年（平成9年） 2月15日

電話で聞ける市政清報（月曜～土曜日 9:00~20:00 
ffO 120-042586（無料）

日曜日・祝日 9 : 00-17 : 00 
年末年始を除く ） 

つ
ば
さ
学
園
や
ま
ば
と
学
級

（
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

で
は
、
視
聴
覚
障
害
者
の
方
に
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

字幕付き映画会

赤
ち
ゃ
ん
が
母
乳
や
ミ
ル
ク
以

外
の
食
品
に
慣
れ
、
食
事
の
習
慣

を
付
け
る
準
備
と
し
て
、
離
乳
食

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
3月
4
日
凶
午
前
10時

¥
1
1時
30分

▽
会
場

11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
11離
乳
食
の
進
め
方
の
講

話
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

▽
対
象

11
生
後

4
1
5
カ
月
児

（
平
成
8
年

10月
1
日
ー
11月
30

日
生
ま
れ
）
と
親

多

▽
日
時
1
1
2月
28日
⑤
午
後
1
時

食

事

・

排

せ

つ

の

お

世

話

、

体

の

▽
申
込
み
先
11日
野
市
社
会
福
祉
方
に
こ
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が

30分
ー
3
時
30分
ふ

き

方

ほ

か

協

議

会

(
6
8
2
.
2
3
1
9
)

と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
収
益
は
、

運
営
資
金
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

魯

贔

足

勿

ま

す

。

▽
会
場
11
つ
ば
さ
学
園
（
旭
が
丘

▽
定
員
11先
着
25人

し

2
の
42
※
案
内
図
参
照
）

▽
持
ち
物
11筆
記
用
具
※
動
き
や

▽
出
演
11真
田

広

之

、

大

地

康

雄

、

す

い

服

装

で

参

加

を

1
月
26日
の
バ
ザ
ー
に
は
、
た
（
身
体
障
害
児
者
通
所
訓
練
施
設

薬
師
丸
ひ
ろ
子
、
斎
藤
慶
子
ほ
か

▽
共
催
11日
野
市
赤
十
字
奉
仕
団
く
さ
ん
の
市
民
、
団
体
、
企
業
の
か
ざ
ぐ
る
ま
の
家
）

▽
内
容

11
訳
有
り
の

2
人
の
男

が
、
階
段
か
ら
落
ち
て
一
緒
に
入

院
。
病
院
で
は
、
ベ
ッ
ド
が
隣
同

士
。
し
か
も
、
担
当
は
若
く
て
魅

力
的
な
研
修
医
の
女
性
。
こ
の
3

人
の
病
院
で
の
ド
タ
バ
タ
を
描
い

た
コ
メ
デ
ィ
ー

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11同
学
園

や
ま
ば
と
学
級

(
6
8
2
.
3
4
0

0
/
F
A
X
8
2
.
3
4
0
1
)
 

園詭へ俯こ9
つばさ学園

やまばと学級で

ポリオ予防接種日程表

2月24日（月）

25日（火）

26日困

27日困

28日（金

平山地区センター

生活・保1建センター

高播福祉センター

ひの社会教育センター

生活・保健センター

t>時間＝午後 2時～ 2時45分

ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）
予
防
接

種
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
日
時
・
会
場
11別
表
の
と
お
り

※
対
象
者
は
直
接
会
場
へ
。
2
日

間
設
定
し
て
あ
る
会
場
の
1
日
目

は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

2
日
目
を
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
11生
後
3
カ
月
ー
7
歳
6

カ
月
未
満
（
接
種
当
日
）
で
過
去

2
回
接
種
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん

▽
接
種
方
法
1
1
6

週
間
以
上
の
問

隔
を
あ
け
て
、
ワ
ク
チ
ン
を
2
回

飲
む

▽
注
意
1
1
①
冊
子

『予
防
接
種
と

子
ど
も
の
健
康
』
（
生
活
・
保
健
セ

ン
タ
ー
内
健
康
課
、
市
役
所

1
階

市
民
相
談
窓
口
、
七
生
・
多
摩
平
両

支
所
で
配
布
）
を
お
読
み
で
な
い

場
合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
②
母

子
健
康
手
帳
を
こ
持
参
く
だ
さ
い

③
検
温
は
接
種
会
場
で
行
い
ま
す

④
車
で
の
来
場
は
こ
遠
慮
を

字
草
付
き
映
画
会
を
行
い
ま
す
。

付
き
添
い
の
方
も
観
賞
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
来
場
く
だ
さ
い
。

な
お
、
バ
ス
に
よ
る
送
迎
を
希

望
す
る
方
は
、

2
月
20日
困
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

案
内
図

甲州街道

つ
ば
さ
学
園

大
学

予防接種実施医療機関一覧表

81-3353 I 0 

離
乳
食
教
室

010 010 

91-2001 

゜
010 010 

84-1313 

゜81-0477 

゜

5
歳
児
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
は
、

親
子
そ
ろ
っ
て
、
体
を
使
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ
ー
を
体
験
す
る

こ
と
で
、
健
康
の
素
睛
ら
し
さ
を

理
解
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

あ
な
た
も
、
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
日
時
11
3
月
26日
困
午
後
1
時

ー

3
時

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
1
1
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
試
食

コ
ー
ナ
ー
、
歯
科
検
診

・
相
談
、

86-1061 

゜゚一

般

家

庭

介
護
法
講
習
会

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

家
庭
で
の
病
人
の
看
護
の
仕
方

や
、
お
年
寄
り
が
寝
た
き
り
に
な

ら
な
い
た
め
の
お
世
話
の
仕
方
に

つ
い
て
、
正
し
い
知
識
や
技
術
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1
1
2
月
1
9日
困
•
2
4
日
回
・

26日
困
、
3
月
3
日
回
・

10日
回
・

12日
困
午
後
1
時
ー
4
時
30分
※

す
べ
て
を
受
講
し
た
方
に
は
、
「
家

庭
介
護
法
講
習
修
了
証
」
を
授
与

▽
会
場

11中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
1
1
体
の
移
動
時
の
援
助
、

゜
゜

0
1
0
 ゜゚゚

91-4621 

゜゚
010 

゜91-5216 I 0 

゜
010 

゜81-2204 

゜゚゜゚゜81-0433 

゜81-0474 

゜゚豊田4-31-11

:：？。：/：~i I FI :：□：：：； 

望月医院 （児科）
多摩平 6-31-4 ft81 -0504 

至
高
幡
不
動
駅

加碑ニニ

内
一
｛

,＇、
4

，
 

院
6

医
21

科
」

内
一

5
 

山
平

柴
南

嬬田診療所（内・児・皮泌・婦科）

多摩平6-5 -I ttSl -3035 

至八王子 rヽ 至日野

落川診療所（内 ・児科）

落川345ft91-5216 

83-1030 

94-3688 

81-2525 

゜
゜゜゚

81-2677 I 0 

日野602-2 

匹療ピル内 1 93-7888 |° 
多摩平7-6-3 I 84-6002 I 0 

85-1731 

゜
91-2852 I 0 

゜

゜
゜

゜
゜
゜
゜゚

0゚10 

゜010 

010 

010 

゜010 

010 

゜
゜゚
゜
゜

010 

゜
゜

゜゚

゜゚
゜010 

゜010 

010 

01010 

86-7725 I 0 

゜゜81-6175 

゜゚゜
010 

91 -3600 

゜゚
010 

゜93-1661 

84-2877 ゜゚゚゜゚鱈
0

0

 
91-13121 0 

゜゚
010 

81-0504 I 0 

゜゚
010 

84-5633 I 0 

゜
010 

゜

▽
対
象
11接
種
当
日
に

1
歳
1
7

麻
し
ん
（
は
し
か
）

ポ
リ
オ
予
防
接
種

（
小
児
ま
ひ
）

9 9ヽヽヽヽ9 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽヽヽヽ9 9ヽヽ
9ヽヽヽヽ9 9ヽ 9ヽヽヽ ヽヽ ヽ 9 9ヽ 9ヽ 9ヽ

ヽヽ 9ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ9ヽヽヽ9ヽヽ ヽヽ ヽヽ ヽ
9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ ’ヽ̀ ‘̀ ‘̀ ’̀ ’̀ ’̀ ‘

保健屈［医療9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽヽヽヽ 9 9ヽ
9 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽ 9ヽヽヽヽ9 9ヽヽ

,＂芦書[[一
轟
璽
旦
[
.

～じ＂＂ヽ
‘g‘
ヽ
ヽ
ふ

8
甜＞^

町
印
韻
ハ
vg"＂>ハ＞

予
防
接
種

麻
し
ん
（
は
し
か
）
・
風
し

ん
・
三
種
混
合
・
日
本
脳
炎

5

歳

児

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

▽
定
員
1
1
先
着
25人

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

フ
ッ
素
塗
布

▽
対
象
11
5
歳
児
と
親

▽
持
ち
物
1
1
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、

母
子
健
康
手
帳

※
申
し
込
み
不
要
、
直
接
会
場
へ
。

麻
し
ん
（
は
し
か
）
、
風
し
ん
、

三
種
混
合
、
日
本
脳
炎
の
個
別
予

防
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。
接
種

が
済
ん
で
い
な
い
お
子
さ
ん
は
、

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

歳
6
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん

▽
対
象
11接
種
当
日
に
1
歳
1
3

歳
6
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん
※
7

歳
6
カ
月
未
満
ま
で
受
け
ら
れ
ま

す
三
種
混
合
（
第

1
期）

▽
対
象
1
1
初
回
接
種
…
接
種
当
日

に
生
後
3
カ
月

1
7歳
6
カ
月
未

満
で
、
未
接
種
の
お
子
さ
ん
／
追

加
接
種
…
接
種
当
日
に
7
歳
6
カ

月
未
満
で
、
初
回
接
種
か
ら
1
年

以
上
経
過
し
た
追
加
接
種
未
接
種

の
お
子
さ
ん

▽
接
種
方
法

11初
回
接
種
…

3
週

風
し
ん

1
8週
の
間
隅
で
3
回
接
種
／
追

加
接
種
…
初
回
接
種
終
了
後
1
年

ー
1
年
6
カ
月
の
間
に
1
回
接
種

日
本
脳
炎
（
第
1
期）

▽
対
象
1
1
初
回
接
種
…
接
種
当
日

に
3
歳
ー

7
歳
6
カ
月
未
満
で
未

接
種
の
お
子
さ
ん
／
追
加
接
種
…

接
種
当
日
に
満
7
歳
6
カ
月
未
満

で
、
初
回
接
種
終
了
後
約
1
年
経

過
し
て
追
加
接
種
未
接
種
の
お
子

さ
ん

▽
接
種
方
法

11初
回
接
種
・
・
・
1
週

¥
4週
の
間
隔
で
2
回
接
種
／
追

加
接
種
・
・
・
初
回
接
種
か
ら
約
1
年

経
過
後
に

1
回
接
種

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
実
施
日
時

・
会
場
1
1
年
間
を
通
し
て
別
表
の

医
療
機
関
で
実
施
、
時
間
は
事
前

に
各
医
療
機
関
へ
確
認
し
て
く
だ

さ
い

▽
注
意
11①
冊
子

『予
防
接
種
と

子
ど
も
の
健
康
』（
生
活
・
保
健
セ

ン
タ
ー
内
健
康
課
、
七
生
・
多
摩
平

両
支
所
、
市
役
所
1
階
市
民
相
談

窓
口
で
配
布
）
を
お
読
み
で
な
い

場
合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
②
母

子
健
康
手
帳
を
こ
持
参
く
だ
さ
い

高
血
圧
栄
養
教
室

こ
の
教
室
で
は
、
高
血
圧
の
予

防
や
改
善
の
た
め
に
、
塩
分
を
控

え
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
生

活
習
慣
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
す
。

脳
卒
中
・
心
臓
発
作
や
そ
の
他
の

合
併
症
の
予
防
の
た
め
に
も
、
ぜ

ひ
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
内
容
1
1
3月
11日的・・・

食
事
・
運
動
・休
養
の
バ
ラ
ン
ス
、

食
事
療
法
の
基
本
と
食
品
の
組
み

合
わ
せ
と
量
／
12日
叩

・
・
お
い
し

い
減
塩
食
の
調
理
実
習

▽
時
間
1
1
午
後
1
時
30分
ー
4
時

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
1
1
高
血
庄
・
境
界
域
高
血

圧
の
方
、
高
血
圧
を
予
防
し
た
い

方
、
こ
れ
ら
の
方
の
食
事
に
か
か

わ
っ
て
い
る
方
な
ど

▽
定
員
11先
着
30人

※
電
話
で
申
し
込
み
を
。

小

児

科

（注）診療科目は変更される場合があります。事前に
急息テレホンセンター
（日野消防署云81-0119)へ問い合わせを。

19
困

20
困

21 

（金）
22
出

整

形

外

科

泌

尿

器

科

耳

鼻

咽

喉

科

（
夜
）
児
・
内
・
整
形
外
科

（
午
後
）
整
形
外
科

（午
前
）
児
・
外
科

内

科

内

科

内

科
内

科

内外

科科

外

科
内外

科科

外

科

24
⑲
 

25
肉

26
困

27
困

28
⑮
 

外

科

内

科

内

科

外

科

泌

尿

器

科

外

科

内

科

内

科

内

科
内

科

内外I内外 I内外

科科I科科 I科科

外

科

内外

科科

午後 7時30分 ～ 10時30分

内科・小児科

日野本町 I-7 -2生活・｛呆億セ ンター分室

ff84-1661 

午前 10時～午後 5時
（受付は午前 9時～午後 4時）

八王子市平岡町18-3八王子市保健セ ンター
ff0426-25-9128 

多摩市間戸 4-19-5多摩市立億康セ ンター
ff0423-76-91 I I 



ぞ：文←とさば点認必に歪捻炉・ぶ翌認寧がえ芯：

(5) て°‘
1997年 （平成 9年）2月15日

第913号

電 話で聞ける市政情報月曜～土曜 日 9 :00~20:00 
合0120-042586 （無料）

（日曜 日・祝日 9 : 00~17 : 00 
年末年始を除く ） 

1997年 （平成 9年）2月15巳

第913号

芯ざ．＂密竺没蕊咆•磁云菜ぉぶぢふ．妥妥心環9

て^°‘市役所
代表電話 雲 85-1111

(4) 

あなたはとの種別に該当しますか？ く表 1〉

第 1号被保険者

自営業、農業、昼間部の学生、

職場に年 金制度がない方など

●保険料を自分で納める必要が

あ ります。

¥‘

.
l
i_¥
 

第2号被保険者

会社員、 0L、公務員（職場で

厚生年金か共済年金に加入）

●保険料は加入している年金制

度が負担します。

民

国
民
年
金
は
、
高
齢
に
な
っ
た

と
き
や
病
気
や
事
故
な
ど
で
障
害

者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
ま

た
一
家
の
働
き
手
が
死
亡
し
て
し

ま
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
を
給
付

し
、
本
人
や
溢
族
の
収
入
を
保
障

し
生
活
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
い
う

国
の
社
会
保
障
制
度
の
ひ
と
つ
で

す
。

第3号被保険者

ぞ上乏T_r-;:,_ 
第 2号被保険者の被扶蓑配偶者

になっている方

●保険料は配偶者が加入してい

る年金制度が負担しますので、

自己負担はありま せん。

＊市役所へ届け出が必要です！

こ
の
国
の
運
営
す
る
国
民
年
金

制
度
に
は
、
日
本
に
住
む
20歳
以

上
60歳
未
満
の
力
す
べ
て
が
加
入

す
る
義
務
が
あ
り
、
給
付
さ
れ
る

年
金
は
、
加
入
老
が
納
め
る
保
険

料
と
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て

国
民
年
金
の
加
入
者
は

3
種
類

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60歳
未

満
の
方
は
、
す
べ
て
国
民
年
金
に

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す

(60

歳
前
に
老
齢

・
退
職
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
を
除
く
）
。

ま
た
、
加
入
者
の
種
類
は
、
保

険
料
の
色
担
方
法
に
よ
り
、
第
1

号
被
保
険
者
、第
2
号
被
保
険
者
、

第
3
号
被
保
険
者
の
3
種
類
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
1
参
照
）
。

20歳
か
ら
60歳
ま
で
の
40年
間

に
は
、
成
人
、
就
職
、
自
営
（
脱
サ

ラ
）
、
結
婚
、
退
職
な
ど
の
様
々
な

人
生
の
節
目
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
伴
っ
て
国
民
年
金
の
加
入
の
種

別
も
変
わ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合

は
、
そ
の
つ
ど
市
役
所
で
種
別
変

更
の
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
（
表
3
参
照
）
。

国民年金がスター トして35年

がたちましたが、そのし くみや

必要な手続きについてこぞんじ

でない方が、まだたくさんいら

っしゃいます。そこで、広親今

号では、国民年金の基本的なし

くみや手続きについてお知らせ

します。 （保険年金課）

国

年

金

と

は

．．． 

い
る
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
現

在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
々
の
年
金

に
充
て
ら
れ
、
将
来
皆
さ
ん
が
受

給
す
る
年
金
は
、
ほ
か
の
方
が
納

め
た
保
険
料
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

ま
す
。こ

の
よ
う
に
、
国
民
年
金
制
度

は
、
す
べ
て
の
人
が
相
互
に
助
け

合
う
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

戸籍に関する届け出 く表 2〉

こんなときには、 こんな年金が・・

*65歳になったら… … 老 齢 基 礎 年 金

呻年額 78万5,500円
（保険料の未納期 間や免除期間がある場合は減額されます）

くただし〉…•・・・ 安険れを納めた具月間と免除期間の合計が25年ないと、 65 歳に な っ
ても年金はもらえません

＊病気やけかで重い障害が残ったら……障害基礎年金

呻障害の程度が重 い方 年額 98万 I,900円(I級）
障害の程度が軽い方 年額 78万5,500円(2級）

くただし〉……… 病気やけかて医者にかかる前に、保険杞を納めた期間か免除期問
かないと、もしものときも玲害社礎升全はもらえません

＊働き手が死亡し、妻や小さな子供が残されたら・り…遺族基礎年金

吟子供がいる妻 は 年 額 IOI万 I,500円
子供だけの場合は 年額 78万5,500円 1 

くただし〉•… •・死亡する前に、保険料を納めた口月問か免除期問かないと、もしも
のとぎも遺族基衷年金はもらえません

種類 届け出期間 主な届け出先 届け出人 添付書類及ぴ注意事項

次の順位
●出生証明書（出生届についてい

届け出人の居 ます。医師または助産婦に記入出 ①父または母 してもらってください）
生まれた日か 住地、または ②同居者生 ら14日以内 出生地、ある ③出産に立ち

●母子健康手帳

届
いは本藉地の 会った医師、

●En鑑（届け出人のもの）

市区町村役場 ●命名は、常用漢字、人名用漠字、
助産婦 ひらがな、カタカナに限ります

届け出人の居
●死亡診断書（死亡届についてい死

死亡の事実を 住地｀または 次の順位

死亡者の本籍 ①親族 ます。医師に記入してもら って
亡 知った日から

地、または死 ②同居者 ください）

届
7日以内

亡した場所の ③家主、地主 ●印錯（届け出人のもの）

市区町村役場

← -

●戸藉謄本または戸籍抄本。ただ

婚
し、届け出先が日野市の場合で、

届け出が受理 夫か妻の居住 本籍が日野市の方は不要

姻
された 日から 地、または本 夫・妻 ●印鑑：夫婦（一方は1日姓）の印
効力が発生し 藉地の市区町 鑑

届 ます 村役場 ●証人 （成人 2人）の著名、押印
が必要

●戸藉謄本。ただし、届け出先が
日野市の湯合で、本籍が日野市

離 夫婦の居住地、 夫・妻 の方は不要

同 上
または本籍地 調停離婚の場 ●印鑑（夫と妻別のもの）

婚 の市区町村役 合は申立人 ●協議離婚には証人（成人 2人）

届 場 の署名、押印が必要
●調停離婚は成立日から 10日以内
に届け出てください

届け出人の居

転 住地、または
●他市区町村から転籍する場合は

籍 同 上 転藉者の本藉 戸藉筆頭者と
戸籍謄本 1通

地、あるいは 配偶者

届 転藉地の市区
●印鑑（夫と妻別のもの）

町村役場

※その他、認知届・養子縁組（離縁）届・入籍届 ・分藉届などがありますc なお、戸藉に開する
届け出は、夜問 ・休日でも行う ことができます（市役所本庁のみ）。詳しいことは市民課また
は七生支所へあ問い合わせください。

戸
籍
は
、
個
人
の
氏
名•生
年

月
日

・
父
母
と
の
続
柄
や
配
偶
者

関
係
な
ど
の
身
分
関
係
を
証
明
す

る
も
の
で
す
。
現
在
は
親
子
、
文

戸
籍
に
関
す
る
届
け
出

婦
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
れ
そ
れ
戸

籍
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
出
生
か

ら
死
亡
に
い
た
る
ま
で
を
記
録
し

ま
す
。戸

籍
に
関
す
る
居
け
出
方
法
等

屏国、臼国盈国、画国盪OO
R国的国必四国臼＠函雨

名称 どんなときにするのか 届け出期間 手続きに必要な もの

0印鑑
他の市区町村から日野 引っ越しした 0転出証明書（ただし、海外からの帰国

転 入届 市に引っ越してき たと 日から 14日以 者の場合は、パスポート・戸籍謄本・

き 内 戸藉の附票が必要です）

0 年金手板 （ 第 1 号 • 第 3 号被保険者のみ ）

日野市内で引っ越し し
引っ越 しした

0印鑑転 居 届 日から 14日以
たとき

内 0国民1建康保険被保険者証（加入者のみ）

転 出届
日野市から他の市区町 引っ越しする 0印鐙
村に引 っ越しするとぎ 月‘’1J 0国民1建康保険被保険者証（加入者のみ）

世帯主が変わったとき、 変更のあった
0印鑑
0国民健康保険被保険者証 （加入者のみ、

世帯変更届 世帯を分けたり、 一緒 日から 14日以
世帯を一緒にし たときは、両方の被保

にしたときなど 内
険者証）

年
度
末
、
年
度
始
め
を
控
え
、
転
居
・
転
勁
・
就
職
・進
学
な
ど
の
諸
手
続
き
に
と
も
な
い
、
届
け
出
や

登
録
、
ま
た
証
明
書
の
受
け
取
り
の
た
め
に
、
市
役
所
や
支
所
に
足
を
運
ば
れ
る
こ
と
も
多
く
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
広
報
今
号
で
は
戸
籍
や
住
民
登
録
に
関
す
る
届
け
出
、
即
鑑
登
録
申
請
、
及

び
そ
の
証
明
害
の
発
行
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
窓
口
は
混
雑
し

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（

市
民
課
、

七
生
支
所、

多
摩
平
支
所
）

住
民
登
録
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
住
所
や
世
帯
主
、
転
居
の
記
録

な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、

こ
の
登
録
を
も
と
に

「住
民
基
本

台
帳
」
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
定
め

ら
れ
た
期
間
内
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

証
明
書
発
行
の
手
数
料
等
は
表

3
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
証
明

-I
交
付
申
請
の
際
に
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

は
表
2
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、

届
け
出
は
市
民
課
、
七
生
支
所
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
多
摩
平
支
所

で
は
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
こ

注
意
く
だ
さ
い
。

一
こんなときは必す市役所で手続きを！
こんなとき こんな手続 きを

20歳になっ たとき 職場の年金 に加 入していな い方は、国民年金の加入手続きを 。

職場の年金（厚生年金力‘ 第 1 号• 第 3 号被保険者の方が職場の年金に加入したときは、 国民年金の

共済組合）に加入した 種別変更の手続きを（扶養する配偶者がいる方は、同時に配偶者の方の種別

変更の手続きも）。

退聰し て職場の年金（厚生 職場の年金の加入者が60歳前に退職したときは、 種別変更の手続きを

年金か共済組合）をやめた （扶養す る配偶者がいる方は、同時に配偶者の方の種別変更の手続きも）。

被扶養配偶者になった
結婚や、収入減などで、配偶者（職場の年金に加入中）に扶養されるように

なっ た ときは、第 3号被保険者への種別変更の手続きを。
会

貨
被扶養配偶者でなく な 離婚や、収入増、配偶者が職場の年金をやめたりした とき は、 第 1号被 保

な
ど った 険者への種別変更の手続 きを 。

の
妻

＾ 配偶者が転職した 引き 続き第 3号被保険 者 となる ことの確認を受 ける手続きが必要です。
夫
ヽ

は

配偶者が65歳になった 配偶者が在職中に65歳になると第 2号 被保険者でな くなり ますので、第 1
号被保険者への種別変更の手続きを。

※手続き に必要な書類は人によっ て違いますので、手続 きをする前に 、必ずお問い合わせを。

手続きを忘れると 年金が もらえ なく なる場合もあ りますのでこ方主意 ください。

く表 2〉

く表 3〉

証明書の発行手数料など一覧表 く表 3〉

種 ， 類 手数料 申 請 場 所

戸 籍の 謄 ・抄本 1通 450円

戸 籍の附票の写 し I通 150円 本藉地の市区町村の戸籍担当係

院籍の謄 ・ 抄本 1通 750円
／ 

本藉地が日野市の方は市民課・七生支所

戸籍の記載事項証 明書 1件 350円 ※戸藉の謄．抄本及び戸藉の附票の写しの発行
は多摩平支所でも扱っています C

除藉の記載事項証明 書 1件 450円 ※「除藉」については、お問い合わせください。
ヽ / 

身 分 証 明 書 1通 150円

住民票の写し 1通 150円
市民課 ・七生支所・多摩平支所

住民棄の記載事項証明書 1通 150円

印鑑登録証（カー ド）の交付 1件 200円
市民課 ・七生支所・多摩平支所

印 鑑登録 証明 書 l葉 150円

戸籍の受 理証明 書 1通 350F'l
届け出先の市区町村の戸籍担当係
〔日野市に届け出した場合は市民課・七生支所）

外国人登録済証 明書 1通 150円 市民諜

種 類

戸藉の謄（抄）本

除籍の謄（抄）本

改製原戸藉の謄（抄）本

※親族、親等の図表を同封のこと

戸籍記載事項証明

除籍記載事項証明

住民票の写し

住民票記載事項証明

不在住（籍）証明

身分証明

戸籍附票の写し

町名地番変更証明

公 的年金の現況届

印
鑑
登
録
は
、
皆
さ
ん
の
権
利

と
財
産
を
守
る
大
切
な
も
の
で
す
。

登
録
手
続
き
は
、
万
全
を
期
し

慎
重
に
行
う
た
め
に
、

H
数
を
要

し
ま
す
。
余
裕
を
持
っ
て
甲
請
し

て
く
だ
さ
い。

◎
登
録
で
き
な
い
印
鑑

①
住
民
票
、
外
国
人
登
録
原
票
に

記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
（
氏
、
名、

氏
名
の
一
部
の
組
み
合
わ
せ
）
を

表
し
て
い
な
い
も
の
②
職
業

・
資

-

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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も

う

だ

請
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よ
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申
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の

て

請

付

―

適

い

次

れ

申

届

交

｀
さ

）

入

の

失

替

等

だ

よ

を

請

止

亡

引

ん

く

こ

項

申

廃

の

の

せ

用

M
事

印

輝

血

餌

便

使

ほ

な

は

こ

請

要

の

の

登

登

i

韮

5
狂

⑪

豆

暉

四

暉

暉

o

o

 

.

.

.

.
 

格
、
そ
の
他
氏
名
以
外
の
事
項
を

表
し
て
い
る
も
の
③
ゴ
ム
印
な
ど

印
鑑
が
変
形
し
や
す
い
も
の
④
印

影
の
大
き
さ
が
、
一
辺
の
長
さ
8

四
あ
正
方
形
に
収
ま
る
も
の
、

ま
た
は
25
四
い
の
正
方
形
に
収
ま

ら
な
い
も
の
⑤
印
影
が
不
鮮
明
な

も
の

（ふ
ち
が
か
け
た
も
の
、
摩

滅
し
た
も
の
な
ど
）
。

◎
登
録
申
請
方
法

登
録
申
請
者
、
ま
た
は
代
理
人

①
申
請
苫
に
は
、
署
名
、
押
印
、

請
求
理
由
（

「印
鑑
登
録
証
の
交

付」

・
「印
鑑
登
録
証
明
書
」
．

「外
国
人
登
録
済
証
明
書
」
を
除

く
）
を
は
っ
き
り
と
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

②
「
住
民
栗
の
写
し
」
に
つ
い
て

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
茎
の
た
め

=-＝=―-
＝＝
＝-＝＝
＝＝＝＝＝＝＝
＝＝＝＝＝
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＝＝=＝=
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=＝
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＿
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•

あ
な
た
は
バ
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か/
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国
民
年
金
の
基
本
的
な
し
く
み

第

1
号
被
保
険

⑥
納
付
方
法
は
2
種
類

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法

に
は
、
納
入
通
知
書
に
よ
り
金
融

機
関
の
窓
口
で
納
め
る
方
法
と
、

預
金
口
座
か
ら
自
動
捩
替
す
る
カ

法
が
あ
り
ま
す
c
1
年
分
、
6
カ

月
分
を
ま
と
め
て
前
納
す
る
と
、

保
険
料
が
割
引
に
な
り
大
変
お
得

で
す
。

＠
納
め
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に

納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
は
、
忘
れ
ず
に
記
入
し
て
く

住民登録に関する届け出

者
の
保
険
料
は

だ
さ
い
。

＠
納
付
が
困
難
な
と
き
は
免
除
制

度
が国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
に
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
免
除
で

き
る
か
ど
う
か
は
、
世
帯
の
前
年

の
合
計
所
得
や
、
現
在
の
経
済
状

況
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
免
除
を
受
け
た
期
問
が

あ
る
と、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

の
金
額
が
減
額
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
10年
以
内
に
納
付
す
れ
ば

減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

記
入
し
、
押
印
し
た
甲
請
書
②

80円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
莉

筒
③
手
数
料
分
の
定
額
小
為
替

至
八
王
子
駅

＊
国
民
年
金
…
市
役
所
保
険
年
金
課
C
内
線

256S259

＊
厚
生
年
金
…
八
王
子
社
会
保
険
事
務
所

C
0
4
e
6
.
2
6
.
3
5
1
1
 

＊
共
済
年
金
…
そ
れ
そ
れ
の
共
済
組
合

多摩平支所
〒191 日野 市 多摩平 4-3

名 81-5201

主な業務内容

(I)転入・転出・ 転 居等届け 出

(2)i主民票 ・戸籍謄（抄）本の発行

( 3 )印鑑登録 • 印鑑証明書の発行

( 4 )市税 • 国民年金掛け金等の収納

証
明
書
の
発
行
な
ど

委任状

私は住所 00市00丁目0番地のO

氏名 0000 を

代理人と定め次の権限を委任します。

委任葦項

く表 1> 住
民
登
録
に
関
す
る
届
け
出

に関すること 。

00年00月00日

委任する人

住所 日野市00丁目〇
- -

氏名 0000

生年月日 昭和00年0月0日

◆委任状見本◆

： 必ず登録者本人が全部書 いてください
------------------------------------------------------------------

（
委
任
状
が
必
要
）
が
、
登
録
す

る
印
鑑
を
持
参
し
て
申
詰
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
を
受
け
、
市
で
は

登
録
申
請
の
事
実
確
認
の
た
め
に

本
人
あ
て
に
文
書
（
照
会
書

・
回

答
薔
）
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
回

答
害
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
代

理
人
可

・
委
任
状
が
必
要
）
。回
答

吉
に
よ
り
本
人
の
意
志
を
確
認

し
、
印
鑑
翌
録
を
行
い
ま
す
。
た

だ
し
、
官
公
署
が
発
行
し
た
有
効

期
限
内
で
写
真
の
あ
る
、
本
人
と

特
定
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
外
国
人
登
録
済
証

明
書
な
ど
）
を
持
参
し
、
登
録
者

本
人
の
申
請
の
場
合
は
、
文
書
に

よ
る
照
会
を
省
略
し
て
登
録
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
が
済
み
ま
す
と
印
鑑
登
録

証
（
カ
ー
ド
）
を
お
渡
し
し
ま
す
。

◎
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

交
付
申
請
墨
に
記
入
し
、
印
鑑

登
録
証
（
カ
ー
ド
）
を
窓

nに
提

示
し
、
本
人
が
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
代

理
人
で
も
申
請
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
代
理
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

◎
印
鑑
登
録
の
廃
止

登
録
印
と
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー

ド
）
を
持
参
し
、
届
け
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

に
原
則
と
し
て
、
本
籍

・
続
柄
を

省
略
し
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

③
や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
代
理

人
が
本
籍
ま
た
は
続
柄
入
り
の

「住
民
票
の
写
し
」
及
び
二
戸
籍

の
騰
．
抄
本
」
を
請
求
す
る
場
合

は、

請
求
者
本
人
の
自
筆
の
委
任

状
（
書
式
は
印
鑑
登
録
の
委
任
状

の
見
本
を
参
考
に
）
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
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；

り

・

9

全
・
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・
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贔
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合
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．
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．
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隼
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五
民
票
な
ど
は
郵
便
局
を
市
役
所
市
民
課
あ
て
の
送
信
~

一

用
封
筒
に
入
れ
、
郵
便
局
の
窓
企0

 

}

か

ら

郵

送

請

求

も

で

き

ま

す

口
に
提
出
す
る
か
、
ポ
ス
ト
に

-一

投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い

”

t

市
内
に
あ

る

住

民

栗

の

写

し

※

申
請
占
、
送
信
用
・

返
信
用

↑一

↓

や

戸

籍

な

ど

に

関

す

る

各

種

証

封

筒

は

郵

便

局

に

あ

り
ま
す
。
”
一

二

明

書

は

、

市

内

の

身

近

な

郵

便

手

数

料

は

表

3
の

参

照

を

。

-

ご
向
か
ら
で
も
、
郵
送
に
よ
り
請

ふ
求
で
き
ま
す
。

ふ

証
明
書
は
、
申
請
か
ら
3
日

幽
ー
5
日
程
度
で
お
手
元
に
届
き

釧
ま
す
の
で
、こ
利
用
く
だ
さ
い
。

i

▽
申
請
で
き
る
証
明
書
等
1
1
別

-
表
の
と
お
り

-
▽
申
請
方
法
1
1
①
必
要
事
項
を

9
亀

▲
9

髯▲・ヽ
毒，．．

 
，
 
．．
 
、極・り・・9

七生支所
〒|91 日 野 市 三沢 3-50-1

合 91-7712

主な業務内容

(I)転 入 ・転出・ 転居等 届け 出

(2)出生・死 亡 ・婚姻 ・転籍 等 届け 出

(3)住 民票・戸藉謄（抄）本の発行

( 4 1 印鑑登録•印鑑証明書の発行

( 5 )市税 • 国民年金掛け金等の収納

至新井橋

至
多
摩
動
物
公
園
駅

〇益鉗印を押してください。

廃止申請で登鉗印を亡失した

場合は認印でかまいません

至百草圏駅

至
百
草

至
八
王
子

市 民 課
〒|91 日野市神 明 1-12-1市役所 1階

も85- 1111

主な業務内容

(|）転入 ・転 出・ 転 居 等届け出

(2)出生・死亡 ・婚姻 ・転藉等届 け出

(3)住民票・戸藉謄（抄）本の 発 行

( 4 )印鑑登鉗•印鑑証明書の発行

(5)外 国 人登緑※詳細は問い合わせを

(6)仮ナンパーの交付

ガソ
スタン

冬
命至、

豊
田（
駅

スーパー 中央公園

印
鑑
登
録
の
申
請
な
ど
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(6) 

市役所
代表電話

雪85-1111

ル
ミ
ニ
ウ
ム
の

影
響
を
考
え
る

最
近
は
健
康
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て

様
々
な
食
品
や
本
が
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
無
理
な
販
売

を
し
た
り
、
効
用
に
疑
問
が
あ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今

回
の
講
座
で
は
、
健
康
食
品
と
生

薬
・
漠
方
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て

-_-＝5-＝＿_-=＝=u-―-m=＝m--＝＝＝=―――――-＝＝-― 

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
1
1
3月
7
日
⑥
午
後
2
時

i
4時

▽
会
場
11生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
講
師
11清
水
虎
雄
氏
（
東
京
都

薬
用
植
物
園
園
長
）

勤
労
者
福
祉
講
座

▽
定
員
1160人
（
先
着
順
）

※
2
歳
以
上
の
保
育
あ
り

(
2月

28日
⑥
ま
で
に
申
し
込
み
を
）
。

▽
申
込
み
11電
話
で
生
活
課

(
C

8
1
.
4
1
1
2
)

へ

余
暇
の
活
用
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

4
月
か
ら
、
労
働
時
間
が
原
則

と
し
て
週
40
時
間
と
な
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
法

な
ど
を
使
っ
て
時
間
の
使
い
方
や

生
き
が
い
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
程
・
内
容
1
1
3月
13日困・・・

生
き
が
い
と
余
暇
の
活
用
、

14日

睾
：
こ
こ
ろ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
法

※
い
ず
れ
も
手
話
通
訳
あ
り

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で
作
ら
れ
た
便
こ
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
、
ア
ル

利
な
商
品
は
、
現
代
の
く
ら
し
の
ッ
ハ
イ
マ
ー
型
老
年
期
痴
ほ
う
症

中
で
大
変
多
く
使
わ
れ
、
欠
く
こ
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
学
説
も
あ

と
の
で
き
な
い
物
に
な
っ
て
い
ま
り
ま
す
。

す
。
ア
ル
ミ
製
品
の
中
で
も
、
食
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
知
ら

器
な
ど
は
一
般
に
良
く
知
ら
れ
て
ず
に
摂
取
し
て
い
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ

い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
、
食
品
ム
の
、
人
体
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
労
使
間
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
合

踪
加
物
や
医
薬
品
な
ど
に
も
使
わ
い
て
学
習
し
ま
す
。
意
）
を
と
り
な
が
ら
、
企
業
の
賃

れ

て

い

ま

す

。

▽

日

時

1
1
3月
12日
困
午
後
2
時
金
制
度
を
よ
り
よ
く
す
る
方
法
に

g
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r
春
の
児
童
館
ハ
イ
キ
ン
グ
を
〶
ひ
ら
や
ま
児
童
館
(
6
9
2
.〶
ひ
の
児
童
館
(
6
8
1
.
7
6叩

)
 

叫

3
月
8
日
山
に
行
い
ま
す
。

6

8

1

1

)

7

5

)

(

l

各
児
童
館
の
テ
ー
マ
・
場
所
▽
テ
ー
マ
・
場
所
11
「
コ
ナ
ン
▽
テ
ー
マ
・
場
所
11「
お
ち
ゃ
ら
[

一

叫
は
次
の
と
お
り
で
す
。

と
そ
の
仲
間
た
ち
あ
つ
ま
れ
／
．
け
隊
子
ど
も
の
森
へ
行
く
／
」

)
由
も
ぐ
さ
だ
い
児
童
館
(
6
9
1ア
ガ
サ
博
士
と
友
だ
ち
に
な
ろ／
昭
和
記
念
公
園
（
立
川
市
）
〖

i
.
7
0
0
1
)

う
」
／
科
学
技
術
館
（
千
代
田
…
…
…
…
…
•
…
…
…
…
…
…
•
•
[

以
上
、
各
館
と
も
▽
対
象
I
I
川

〗
▽
テ
ー
マ
・
場
所
1
1

「
わ
ん
ぱ
区
）

皿

く

隊

府

中

の

森

ヘ

レ

ッ

ツ

・

小

1
以
上
30人
（
先
着
順
）
ぃi

 

※
事
前
に
子
供
向
け
の
説
明
会
ー

i

‘

コ
ー
／
．
」
／
府
中
の
森
公
園
（
府

い
真

6
国

-t”
マ

中

市

）

こ

五

？

且

。

彗

且

ニ

阻
4
て

童

館

(
C
9
1
.
3
4
5
6
)
に

[

t

臣
あ
さ
ひ
が
お
か
児
童
館

(
6

叫

8
3
.
4
3
4
6
)

5
C
R
≪

つ
い
て
は
、
広
袈
ひ
の
．

3
月
一

ヽ
▽
テ
ー
マ
・
場
所
11
「
わ
く
わ

直
芸
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
叩

（
 ｀

戸

臼

汀

⑮

。

＾

▽

申

込

み

11
2
月
応
日
出
か
ら

i

各
児
童
館
へ

11

ジ
／
」

／
花
木
園
（
青
梅
市
）

g
．ー”-り―――-＝)-_＿

r
_．．

 -Ilu-h,~ 

．．
 -w.
—_-·~:-==l-—_--9-i-u-_——-9-n_— 

.• 
―
_
-
)
-
_
＿
-
‘
.
-
h
-
9
『
-
＿
)
n
-
h
-
9
-
弓
―
-
—
_
＿
胃
―
-
―

.. —_
-
-
『
胃
J
\
＂

▽
時
間
11午
後
6
時
30分
1
8時

30分
▽
会
場1
1
勤
労
•
青
年
会
館

▽
講
師
11奥
野
正
恭
氏
（
東
京
都

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
副
会

長）▽
定
員
1
1
5
0
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み
11電
話
で
生
活
課

(
6

8
1
.
4
1
1
2
)

へ

___ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿_＿―――――-＝自＝＝5-n-―――-＝＝u-_-=＝-_＿＿――-＝＝-＿＿_-
____ ―――― 
.. ＿_―――――― 

1
4時

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
テ
ー
マ

11く
ら
し
の
中
の
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
の
影
響
を
考
え
る
1
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
ー

中小企業のための賃金システム再構築と運用方法 賃金システム研究所

9？り、〕らの時代の賃金システムの考え方ー 1所長 三品 収氏

中小企業のための賃金システム再構築と運用方法
〔実務編①〕
ー職務業績重視型 ・「DKモデル」賃金の導入方法一
--------------------------------------賃金システム研究所

取締役
〔実務編②〕 赤津雅彦氏
一新賃金制度を活（い）かす人事評価制度の構築方法一

濠時間は、いずれも午後 1時30分 ～ 4時30分。

三
沢
中
学
校
区
探
検
隊

わ
が
ま
ち
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

3
月
2
日
に
落
川
地
区
を
探
索

ー
午
後
3
時
（
小
雨
実
施
）

▽
集
合
場
所
11
落
川
地
区
セ
ン
タ

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち

の
魅
力
を
再
発
見
し
よ
う
と
い
う

目
的
で
始
ま
っ
た
「
わ
が
ま
ち
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
」
。

今
回
は
、
落
川
地
区
に
残
る
野

仏
や
水
路
、
変
容
す
る
関
戸
楯
な

ど
を
探
索
す
る
”
歩
こ
う
会
“
を

開
催
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。
知
ら
れ
さ
る
ス
ポ
ッ
ト
が
発

見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
参
加
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
1
1
3月
2
日
⑭
午
前
10時

_＿-=ー-＝＝
__ ＿-＝＝ 
__ ＿-＿_＿＿＿ 
__ ＿_＿＿―――-=―― 
... ＿＿_＿ 

▽
講
師
11蕩
本
昌
氏
（
医
学
博
士
）

▽
定
員
1
1
4
0
人
（
先
着
順
）

※
2
歳
以
上
の
保
育
あ
り

(
3月

3
日
回
ま
で
に
申
し
込
み
を
）
。

▽
申
込
み
11
電
話
で
生
活
課

(
6

8
1
.
4
1
1
2
)

へ

む
川
労
政
事
務
所
で

中
小
命
業
の
た
め
の
賃
金
名
―
―
ナ
ー

つ
い
て
、
理
論
と
実
務
の
両
面
か

ら
解
説
し
ま
す
。

▽
日
時
・
内
容
・
講
師
11別
表
参
照

移
転
し
ま
す

八
王
子
バ
ー
ト

バ

ン

ク

市
内
の
公
園
を
清
掃
し
て
く
だ

さ
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
は
自
治
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
、
近
所
の
方
々
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
も
の
で
も
結
構
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
が
気
持
ち
良
く
過
こ
せ

る
公
園
づ
く
り
に
、
こ
協
力
く
だ

さ
い
ま
せ
ん
か
。

▽
活
動
開
始
時
期
11
4
月
か
ら

▽
場
所
11
百
草
…
御
嶽
上
（
み
た

け
う
え
）
・
観
音
堂
•
お
お
ば
や
し

公
園
、
日
野
本
町
・
・
・
矢
の
山
公
園
、

新
町
・
・
・
新
坂
下
公
園

▽
内
容
11公
園
の
清
掃
（
月
2
回）

▽
会
場
11
立
川
労
政
事
務
所

(
J

R
立
川
駅
北
口
徒
歩
12分）

▽
定
員
1180人
（
先
着
順
）

▽
申
込
み
11
電
話
で
立
川
労
政
事

務
所

(
6
2
2
.
3
1
7
1
)

へ

パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
希
望
者
の

職
業
紹
介
を
し
て
い
る
「
八
王
子

パ
ー
ト
バ
ン
ク
」
が
移
転
し
、

3
月

10
日
⑪
に
新
規
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

▽
移
転
先
11八
王
子
市
旭
町
10
の

2
八
王
子
T
Cビ
ル
3
階

(
J
R

八
王
子
駅
北
口
徒
歩
1
分）

▽
問
合
せ
先
11
パ
ー
ト
バ
ン
ク

(
6
0
4
2
6
.
5
6
.
4
7
8
8
)
 

110番

ー
（
東
京
都
日
野
療
護
園
隣
）
※
申

し
込
み
不
要
、
直
接
集
合
場
所
へ

▽
持
ち
物
11弁
当
、
雨
具
※
歩
き

や
す
い
服
装
で
こ
参
加
を

▽
問
合
せ
先
11生
活
課

(681.

4
1
1
2
)
 

と
除
草
（
年
2
回
）
※
薄
謝
あ
り

▽
申
込
み
先
11
閲
日
野
市
環
境
緑

化
協
会
C
市
役
所
内
線
265

.,．,． 

▽
日
時
1
1
2月
19日
困
午
後
1
時

1
4時

▽
会
場
11
勤
労
・
青
年
会
館

▽
相
談
員
11東
京
都
八
王
子
労
政

事
務
所
労
働
相
談
員
※
内
容
に
つ

い
て
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す

▽
問
合
せ
先
11生
活
課

(681.

4
1
1
2
)
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
で
は
、
電

話
に
よ
る
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ

金
無
料
法
律
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
1
1
2月
19日
困
午
前
10時

＼
午
後

4
時

▽
相
談
電
話
番
号
11
0
3
.
3
5
0

7
.
4
7
4
1
（
臨
時
電
話）

▽
問
合
せ
先
11
同
東
京
弁
護
士
会

事
務
局
調
査
課

(
6
0
3
.
3
5
8

1
.
2
2
5
9
)
 

含
屁
詢
回
臨

弱
偽
徊
圏
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r・・・・・一
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一
東
京
都
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
切
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
、
参
会
、
漫
才
「
好
き
好
き
ダ
イ
エ
ッ
＂

[
寄
せ
ら
れ
る
相
談
の
中
で
、
最
加
く
だ
さ
い
。
卜
」
…
明
治
大
学
落
語
研
究
会

11

，
も
多
い
の
は
若
者
か
ら
の
も
の
▽
日
時
1
1
2月
17日
回
午
後
1

ほ
か
）
／
講
演
「
悪
質
商
法
の
被
一

｛
で
す
。
こ
れ
ら
の
相
談
の
中
に
時
30分
1
4時
害

防

止

と

救

済

方

法

に

つ

い

’

i

は
訪
問
販
売
や
マ
ル
チ
商
法
な
▽
会
場
11
立
川
市
女
性
総
合
セ
て
」

了
J

の
悪
質
な
業
者
に
よ
っ
て
多
ン
タ
ー
「
ア
イ
ム
」

(
J
R
立
川
▽
講
師
11木
村
晋
介
氏
（
弁
護
）

i

大
な
被
害
を
被
っ
た
例
も
少
な
駅
北
口
徒
歩
7
分

）

士

）

一

く

あ

り

ま

せ

ん

。

▽

内

容

11出
前
寄
席
に
よ
る
事
▽
申
込
み
11電
話
で
東
京
都
消
-

』
こ
の
よ
う
な
悪
質
な
商
法
か
例
紹
介
と
弁
護
士
に
よ
る
解
説
費
者
セ
ン
タ
ー
多
摩
西
支
所
加

一
ら
若
者
を
守
る
た
め
に
は
、
若
（
落
語
「
甘
い
誘
い
に
ぁ
ワ
ナ
が

(
6
2
5
.
5
4
6
2
)
へ

～

)
者
自
身
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
あ
る
」
…
中
央
大
学
落
語
研
究

．

一
周
囲
の
人
々
も
若
者
を
タ
ー
ゲ

心

ッ

ト

に

し

た

悪

質

臨

法

の

実

態

若

者

を

タ

ー

ゲ

ッ

ト

に

し

た

悪

質

商

法

一

"

を

と

ら

え

、

そ

の

対

策

を

日

こ

出

前

寄

席

で

事

例

を

紹

介

f

一
＂

ろ

か

ら

考

え

て

お

く

こ

と

が

大

一

し`
ぐ`
o
．．
． 
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う

良

い

ま

ち

づ

く

り

の

た

め

に

、

き

千

700円
程
度

活

集

こ

協

力

く

だ

さ

い

。

▽

応

募

方

法

1
1
2
月
お
日
命
/

゜

'

。

生

募

▽

資

格

1
1
4月
1
日
囮
現
在
に
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
一

一

2
0歳
以
上
の
、
都
内
在
住
•
在
で
。
①
作
文
「
毎
日
の
く
ら
し
の
]

i

度

勤
・
在
学
者
（
公
務
員
、
東
京
中
で
思
っ
こ
と
」
②
氏
名
（
ふ
り
一

一

年

費

を
一

都

消

費
生
活
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
が
な
）
③
年
齢
④
性
別
⑤
職
業
）

汽＂
，
 

⑤
郵
便
誉
弓
、
住
所
、
電
話
番
号
）

，

成

‘

ー

一

平

都

夕

は

除

く

）

叫
。
京
二
▽
定
員
半
人
（
在
勤
•
在
学
者
は
勤
務
先
・
学
{

-
0
0
東

モ

▽

任

期

11
4
月
か
ら
1
年
間
校
名
も
⑥
と
同
横
に
併
記
）
を
一

▽
内
容
11
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
記
入
し
、
東
京
都
消
費
者
セ
ン
"

都
で
は
、
消
費
者
行
政
に
関

(
8回
程
度
）
、
会
合
へ
の
出
席
タ
ー
調
整
課
調
査
係
(
〒
162新
i

心
す
る
都
民
の
意
見
や
要
望
を
把

(
2回
程
度
）
、
消
費
生
活
に
関
宿
区
神
楽
河
岸
1
の
1
セ
ン
ト
～

一
ご
て
、
そ
れ
を
行
政
に
反
映
さ
す
る
意
見
・
要
望
等
の
提
出
ラ
ル
プ
ラ
ザ
16階
6
0
3
.
3
2
"
t

-
せ
る
た
め
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
▽
謝
礼
11ア
ン
ケ
ー
ト
回
答

1
3
5
.
4
1
5
5
)
へ
※
結
果
一

叫
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
よ
り
回
ま
た
は
会
合
出
席
1
回
に
つ
は
4
月

中

に

通

知

r

一

d
.

。一．．．
 

i
¥・・・・・・・・
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小
正
月
の
伝
統
行
事

ど
ん
ど
焼
き

冬
の
風
物
詩
II

ど
ん
ど
焼
き
“

が
1
月
15日
、
市
内
各
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
平
山
ど
ん
ど
焼
き
保
存
会
」

（
滝
合
小
、
写
真
）
で
も
、

800人
以

上
の
参
加
者
が
あ
り
、
盛
大
な
お

た
き
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

家
族
連
れ
な
ど
が
、
し
の
竹
の

先
に
繭
玉
に
見
立
て
た
み
か
ん
や

団
子
を
刺
し
、
そ
れ
を
火
や
煙
に

あ
ぶ
り
な
が
ら
、
こ
と
し
1
年
の

家
内
安
全
・
無
病
息
災
を
願
っ
て

い
ま
し
た
。
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(7) 
1997年（平成9年）2月15日

て〇第913号

電話で聞ける市政情報月曜～土曜日 9 :00~20:00 
ft0120-042586（無料） （ 日曜日・祝日 9 : 00-17 : 00 

年末年始を除く ） 

B
野
市
臨
時
職
員
券
集

＠
図
書
館
嘱
託
・
臨
時
職
員

▽
勤
務
期
間
11
4
月
ー
⑱
年
3

月
末
日
※
勤
務
日
時
は
図
書
館

に
よ
り
異
な
り
ま
す

▽
勤
務
場
所

11市
内
図
書
館

▽
勤
務
内
容

11図
書
の
貸
し
出

し
、
返
却
及
び
整
理
等
の
補
助

▽
対
象
11
55歳
未
満
の
健
康
で

図
書
館
に
関
心
の
あ
る
方

▽
募
集
人
数
11若
干
人

▽
賃
金

11時
給
850円
か
ら
（
交

通
費
実
費
支
給
）

▽
応
募
方
法

1
1
2月
19日
困
ま

一で
に
、
履
歴
書
（
写
真
珠
付
）
を

中
央
図
書
館

(-T191豊
田
2
の

4
9
6
8
1
.
7
3
5
4
)
へ
持
参

か
郵
送。＇，‘,贔`・‘

0
健
康
課
臨
時
職
員

＊
歯
科
保
健
事
業
事
務
員

▽
勤
務
内
容

11簡
単
な
事
務

▽
勤
務
日
時

11健
康
課
が
指
定

し
た
日

(
1日
3
時
間
）

▽
対
象
11ワ
ー
プ
ロ
操
作
が
で

き
る
40歳
ま
で
の
健
康
な
方

▽
賃
金

11時
給
850円
（
交
通
費

実
費
支
給
）

▽
応
募
方
法

11
2
月
24日
⑪
ま

で
に
、

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を

健
康
課
（
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
内
）
へ
持
参

＊
歯
科
衛
生
士

▽
勤
務
日

11健
康
課
が
指
定
す

る
日

▽
募
集
人
数

11若
干
人

f̀ 

ヽ

＠
バ
ラ
エ
テ
ィ
サ
ロ
ン
「
内
藤
敏

子
チ
タ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
」

チ
タ
ー
は
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
、
ス
イ
ス
な
ど
で
盛
ん
に

演
奏
さ
れ
て
い
る
楽
器
で
す
。
日

本
で
は
、
映
画
「
第
三
の
男
」
で

特
に
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
生
で

聞
く
機
会
の
少
な
い
楽
器
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

1
1
3月
15日
山
午
後
2
時

か
ら

▽
会
場

11七
生
公
会
堂

▽
演
奏
者
11内
藤
敏
子
（
日
本
チ

タ
ー
協
会
会
長
）

市民のための経済教室日程表

規制緩和を考える
～日本経済に与える影響について

財政を考える
～財政危機の実態について

官僚機構を考える
～大蔵省の実態について

金融を考える
～金融自 由化の行方について

東京大学教授 井堀利宏氏

東京新聞 •中 日新聞論説委員
Jll北隆雄氏

'’ー，
1

i 
| 1 

＇ 

I 

I l 

【
駅
伝
競
技
】

▽
日
程
11
3
月
16日
⑪

▽
集
合

11午
前
9
時
に
浅
川
ス
ポ

ー
ツ
広
場
※
雨
天
実
施

▽
コ
ー
ス

11浅
川
周
回
コ
ー
ス

▽
種
目

11中
学
生
男
子
・
女
子
、

一
般
※
1
チ
ー
ム

4
人

▽
費
用

11中
学
生
チ
ー
ム
500円、

9
.
b
 

▽
資
格
11日
本
歯
科
衛
生
土
会

で
の
研
修
を
受
け
、
歯
科
保
健

指
導
に
興
味
の
あ
る
35歳
ま
で

の
健
康
な
資
格
取
得
者
（女
性
）

▽
賃
金

11時
給
千
760円
（
交
通

費
実
費
支
給
）

▽
応
募
方
法

1
1
2月
24日
囲
ま

で
に
、
歯
科
衛
生
士
免
許
証
（
写

し
）
及
び
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

を
健
康
課
（
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）
へ
持
参

食
保
健
婦

▽
勤
務
内
容

11
4
月
か
ら
の
乳

幼
児
健
診
の
保
健
招
導

▽
募
集
人
数
11若
干
人

▽
応
募
資
格

1150歳
く
ら
い
ま

で
の
資
格
取
得
者

※
勤
務
時
間
・

賃
金
等
は
問
い

合
わ
せ
を
。

▽
応
募
方
法

1
1
2月
28日
画
ま

東京大学教授 堀内昭義氏

▽
曲
目

11ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
夕
暮

れ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
森
の
物
語
、

第

三
の
男
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ほ
か

▽
定
員
11300人
※
申
し
込
み
を

こ
の
教
室
で
は
、
現
在
、
日
本

の
経
済
シ
ス
テ
ム
が
直
面
し
て
い

る
課
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
問
題

点
と
解
決
策
を
探
り
ま
す
。

▽
日
程
・
内
容
・
講
師
11別
表
の

と
お
り

▽
時
間

11午
後
2
時
1
4時
※

3

月
13日
の
み
午
後
7
時
1
9時

参
加
者
募
集

交
差
点
や
分
岐
点
が
記
さ
れ
た

コ
マ
地
図
を
頼
り
に
、
地
域
を
歩

く
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
、
こ
家
族

で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1
1
3月
9
日
同
午
前
8
時

30分
ー
正
午
※
雨
天
中
止

▽
集
合
・
解
散

11中
央
公
民
館＇ 

フ

ミ

リ

ー

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

ァ

＠
市
民
の
た
め
の
経
済
教
室

▽
会
場

11中
央
公
民
館

▽
対
象1
1
市
内
在
住
・
在勤
•
在

学
者
先
着

40人
※
申
し
込
み
を

以
上
▽
申
込
み
先

11中
央
公
民

館

(
6
8
1
.
7
5
8
0
)

▽
内
容

11家
族
、
グ
ル
ー
プ
で
公

民
館
周
辺
約
5
式
店
の
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー

▽
定
員
11市
内
の
家
族
を
中
心
に

し
た
グ
ル
ー
プ
、
そ
の
他
の
グ
ル

ー
プ
30組
IOO人
（
小
学
生
の
グ
ル

ー
プ
も
可
）

▽
持
ち
物

11雨
具
、
筆
記
用
具

▽
共
催

11中
央
公
民
館
、
ひ
の
児

童
館
、
日
野
市
子
ど
も
会
連
合
会
、

G
I
N
G
A、
日
野
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
研
究
会

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先
11中
央
公

民
館

(
6
8
1
.
7
5
8
0
)
／
ひ

の
児
童
館

(
6
8
1
.
7
6
7
5
)

一
般
チ
ー
ム
千
円

▽
申
込
み

11
2
月
28日
⑤
ま
で
に

申
込
用
紙
に
記
入
し
、

費
用
を
涼

え
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

(
6内
線

543)

へ
結

果

報

告

第
34回
市
民
体
育
大
会
の
う
ち

競
技
の
終
了
し
た
種
目
の
結
果
を

発
表
し
ま
す

（優
勝
者
・
団
体
の

i
*
9
*
 

で
に
、

資
格
証
（
写
し
）
及
び

履
歴
書

（
写
真
添
付
）
を
健
康
課

(〒
191日
野
本
町
1
の
6
の
2

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
へ

持
参
か
郵
送

※
い
ず
れ
も
土
曜
・
日
曜
日
は

除
く
。

▽
問
合
せ
先
11健
康
課

(681

.
4
l
l
l
)
 

0
市
立
総
合
病
院
臨
時
職
員

▽
職
種
11看
護
婦

▽
勤
務
日
時

11原
則
と
し
て
月

曜
ー
金
曜
日
午
前

8
時
30分
i

午
後

5
時
（
面
接
で
決
定
）

▽
募
集
人
数

11若
干
人

▽
資
格

11看
護
婦
の
有
資
格
者

で
、
お
お
む
ね
45歳
ま
で
の
健

康
な
方

▽
賃
金
11時
給
千
420円
※
交
通

費
全
額
支
給
、
被
服
貸
与
、
社
会

oiー

＇ 

l 

I : 

み
。
敬
称
略
）
。

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

10月
27日
か
ら
11月
24日
ま
で

5
日
間
、

55チ
ー
ム
・
千
2
人
が

参
加
。

▽
一
般
男
子
一
部

11日
野
ク
ラ
ブ

▽一

般
男
子
二
部

11万
願
荘
バ
ロ

ン
ズ

▽
一
般
女
子

11
三
沢
ソ
フ
ト

▽
中
学
女
子

11
三
沢
中

9
＊り
＊り

保
険
あ
り

▽
応
募
方
法

11履
歴
書
（
写
真

添
付
）
及
ぴ
資
格
証

（写
し
）

を
同
総
合
病
院
（
多
摩
平
6
の

1
の
1
6
8
1
.
2
6
7
7
)

へ

持
参

0
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
浅
川

苑
臨
時
介
助
員

▽
勤
務
内
容

11食
事
、
そ
の
他

の
介
助

▽
勤
務
時
間
11午
前
7
時
1
1
0

時▽
対
象
11
50歳
く
ら
い
ま
で
の

方▽
募
集
人
数

11若
干
人

▽
賃
金

11時
給
940円
（
午
前

7

時
1
8時
30分
は
25％
増
し
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

▽
問
合
せ
先

11浅
川
苑

(
6
9
3

.
1
1
6
5
)
 

●ー・ー・

大
坂
上
中
地
区
青
少
年
育
成
会

小
・
中
学
生
の

ー
っ
ど
い

ー【
弓
道
】

11月
4
日、

75人
が
参
加
。
各

自

8
射
的
中
制
に
よ
る
。

▽
佐
々
問
剛

（ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

大
坂
上
中
地
区
青
少
年
育
成
会

で
は
、
中
学
校
を
少
し
で
も
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
三
小
・
七
小
・

東
光
寺
小
の
6
年
生
を
対
象
に、

大
坂
上
中
生
徒
と
の
「
小
・
中
学

生
の
つ
ど
い
」
を
行
い
ま
す
。

部
活
動
の
紹
介
や
体
験
入
部
も

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
参
加
を
。

▽
日
時

1
1
3月
1
日
出
午
後
1
時

か
ら

▽
会
場

11大
坂
上
中

▽
問
合
せ
先

11金
田

(
6
8
3
.
3

9
8
6
)
 

;,'，
','h00?’'，＇、'，

日
野
市
国
際
交
流
協
会
で

日
本
語
講
座

日
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

外
国
人
の
方
を
対
象
に
日
本
語
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
近
く
の
外
国
人
の
方

に
こ
紹
介
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

は
2
月
28日
命
ま
で
に
同
協
会
で

す
。詳

し
く
は
日
野
市
国
際
交
流
協

会

(6
8
6
.
9
5
1
1
)
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
日
ぃ
坊
将
軍
E

松
日

□
ュ

唄
う
絵
草
紙

（

健

6月26日（木）一

市民会館大ホール
昼の部午後2時開演

夜の部午後6時30分開演

晨ii]特等席 8,500円
S 席 7,000円
A 席 6,000円
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闊
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]
一

▽
離
陸
す
る
妻
た
ち
大
島
清

｀
嗚

一油▽
ク

ラ

シ

ッ

ク

カ

メ

ラ

倶

楽

部

小

学

館

一

直

高

島

鎮

雄

小

学

館

▽

近

ご

ろ

好

き

な

言

葉

曽

野

如

一

一｀
 

一
i

▽

走

る

生

活

高

部

雨

市

現

綾

子

新

潮

社

一

-

代

書
館

▽

木

々

の

声

前

登

志

夫

角

＿

↑

▽

対

日

工

作

の

回

想

イ

ワ

ン

川

書

店

＿

會

・
コ
ワ
レ
ン
コ
文
芸
春
秋
▽
鏡
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
一

研

一

嗚嗚

ご

＞

メ

デ

ィ

ア

と

霙

力

佐

々

木

田

辺

聖

子

集

英

社

一

高

疇

▽
屍
の
声
坂
東
虞
砂
子
集
一

一
輝
美
頸
草
書
房

一

如

嗚

一
▽
植
物
学
と
植
物
画
大
場
秀
英
社

一

生

-

章

八

坂

書

房

▽

鉄

の

枷

ミ

ネ

ッ

ト

・

ウ

ォ

疇

-
▽
食
と
農
の
戦
後
史
岸
康
彦
ル
タ
ー
ズ
東
京
創
元
社
-一

-

日

本

経

済

新

聞

社

▽

月

下

の

恋

ジ

ェ

ー

ム

ズ

・

嗚

ご
▽
世
界
史
の
な
か
の
日
本
近
現
ハ
ー
バ
ー
ド
学
習
研
究
社
t

一一

-

代

史

正

村

公

宏

東

洋

経

（中
央
図
書
館

螂

一“
済
新
報
社

6
8
1
.
7
3
5
4
)

、

―

―
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ご

日

程

1
1
2月
27日
困
ー
3
月

＞

※
歩
く
ス
キ
ー
教
室
の
参
加
者
-

i

1
日
山

(27日
午
前
8
時

に

生

心

主

を

優

先

し

ま

す

が

、

ゲ

レ

ン

デ

一

ス
キ
ー
や
そ
の
他
の
参
加
も
認
一

集

ご

g
.

保

健

セ

ン

タ

ー

前

出

発

）

募

一
▽
場
所

11乗
鞍
高
原
（

一
ノ

瀬

皿

奴

次

め

ま

す

。
た
だ
し
、
ゲ
レ
ン
デ
ス
一

一

園

地

）

ニ

キ

ー

で

参

加

さ

れ

た

場

合

は

、

一

ご
＞
宿
祖
市
民
の
保
養
施
設

1

V

ィ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
つ
き
ま
-

；
鞍
高
原
日
野
山
荘
」
流
キ

T

せ
ん
。
~

リ

▽

申

込

み

1
1
2月
19日
困
ま
で

“

蜘

▽
対
象
11市
民

一一
ト

ー

ー
▽
募
集
定
員
11女
性

8
人

[

父

ス

ン

に

電

話

で

固

且

鸞

業

公

社

-

｀
屋
は
男
女
別
の
相
部
屋
。

口

氏

ノ

‘
5
(
n
8
5
.
2
1
1
1午
前
9
時

i

一

一
▽
費
用

1
1
2万
4
千
円
（
貸
し

ー

午

後

4
時
）
へ

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
-疇

一

了
キ
ー
セ
ッ
ト
は
別
途
半
日
千
市
~
歩

g

り
ま
す
。

一
円
）

疵

蠍

ヽ
・号
、
・一『
9
.-．-9
き
9
-亨
9
．き
、
．n-ー、
春・9
.`
9
．号
、
言・ヽ
．奮
9
.̀
‘
き
・ヽ
｀
．、
ま・
、
』．．
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善
・

ヽ

・
書~
り

・9
.
9

．
き
・

り

・ヽ

9

.｀
．

9

ヽ

9

羞
~
ヽ

9

.

ヽ`
0
,
養

り

・亀
・
“
,

§

奮
＇

雀
・

り

｀

亀
r

羞
・

，

｀

’

§

り

・髯

り

'、

’

合
・

亀
'

`

`
r

養
・

會
r

§

亀
＇

羞
•

9

'念
・
亀

＇
奮
・

亀
＇

鼻

9

峯
・

亀
＇

．号

亀

量

亀

＇
烏

亀

・亀
・

畜

令

贔

＇髯

ヽ0
 

59年
4
月
2
日
ー
昭
和
60年
4

-

月
1
日
生
ま
れ

~
入
学
通
知
書
を
送
り
ま
し
た
-

憂

燒

-

こ

と

し

4
月
に
市
立
小
・
中
定
の
お
子
さ
ん
で
、
就
学
時
健
※
こ
と
し
4
月
末
ま
で
に
転
校
一

ご
子
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
に
康
診
断
が
済
ん
で
い
な
い
方
ま
た
は
国
立
・
私
立
小
・
中
学
一

L

入
学
通
知
書
を
送
り
ま
し
た
。
は
、
必
ず
指
定
の
学
校
へ
問
い
校
へ
進
学
を
予
定
し
て
い
る
児
一

枇

ま
だ
、
届
い
て
い
な
い
場
合
合
わ
せ
の
う
え
、
摺
示
を
受
け
童
、
生
徒
の
保
護
者
の
方
も

~
J
!
 

一

一

連
絡
く
だ
さ
い
。

磁

一

一

叫
は
学
務
課
ま
で
こ
連
絡
く
だ
さ
て
く
だ
さ
い
。

“
い
。
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
は
、
▽
対
象
11^
小
学
校
＞
平
成

2

▽
問
合
せ
先

11学
務
課
6
内
線

”

一―
―

 

“
 一

二
次
の
と
お
り
で
す
。

年
4
月
2
日
ー
平
成
3
年
4
月

512

傘

一

-
な
お
、
市
立
小
学
校
入
学
予
ー
日
生
ま
れ
＾
中
学
校
＞
昭
和

＼．奪
り
・号
り
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．書・
り
贔〒
9
・亀
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羞
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髯
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書
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贔
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9
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會
9
贔
り
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養
り
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羞・
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ヽ
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ヽ
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1997年（平成9年）2月15巳

第913号 て^’‘
(8) 

市役所
代表電話

雲 85-1111

ー ， 

〶
健
康
課
臨
時
職
員
（
歯
科
保
健

事
業
事
務
員
、
歯
科
衛
生
士
、
保
健

婦
）
、
市
立
総
合
病
院
臨
時
職
員

（
看
護
婦
）
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
浅
JI
苑
臨
時
介
助
員
、
図
書
館

嘱
託
・
臨
時
職
員
の
募
集
は

7
面

に
掲
載

もよおし

逗
●
日
野
・
レ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
友
好
協

会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
日
時
1
1
2月
15日
午
後
2
時
i

4
時
▽
会
場
11
日
野
図
書
館
▽
内

容
11
日
本
と
海
外
の
高
校
生
相
互

派
遺
交
流
を
推
進
し
て
い
る

y
F

u日
本
の
活
動
を
紹
介
▽
講
師

II

江
夏
啓
子
氏
（
閲

Y
F
u日
本
国

際
交
流
財
団
専
務
理
事
）

▽
問
合

せ
先
11棚
稿

(
6
9
1
.
6
7
0
0
)

■学
習
会
「
地
域
福
祉
の
い
ま
と

こ
れ
か
ら
」

▽
日
時
1
1
2月
16日
午
後
1
時
30

分
か
ら
▽
会
場
11中
央
公
民
館
▽

講
師
11副
島
洋
明
氏
（
弁
護
士
）
▽

問
合
せ
先
11ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
ひ
の

(
6
9
3
.
8
7
9
7
)

●
牧
戸
酎
二
油
水
彩
画
展

▽
日
時
1
1
2月
18日
ー
23日
午
前

10時
ー
午
後
7
時
▽
会
場
11
と
よ

だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
問
合
せ
先

11牧
戸

(
6
8
3
.
4
5
7
4
)

■歎
異
抄
を
読
む
会

▽
日
時
1
1
2月
22日
午
後
6
時
30

分
ー
9
時
▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
問
合
せ
先
11花
岡

(
6
9
2
.
4

1
8
8
)
 

■学
習
会
「
遺
伝
子
組
み
換
え
食

品
の
安
全
性
に
つ
い
て
」

▽
日
時
1
1
2月
22日
午
後
1
時
ー

ぼしゅう

3
時
▽
会
場
11中
央
福
祉
セ
ン
タ

ー
▽
講
師
11岩
佐
恵
美
氏
▽
問
合

せ
先
11新
日
本
姉
人
の
会
日
野
支

部
（
清
水
C
8
6
.
6
1
8
3
)

■着
物
と
帯
の
合
わ
せ
方
、
小
物

の
使
い
方
な
ど
を
学
び
ま
せ
ん
か

▽
日
時
1
1
2月
23日
午
後
1
時
か

ら
▽
会
場
11
市
民
会
館
集
会
室
▽

問
合
せ
先
11古
谷

(
6
8
2
.
3
0

6
9
)
 

■東
フ
ィ
ル
チ
ェ
ロ
奏
者
・
金
木

博
幸
さ
ん
を
迎
え
て
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時
1
1
2月
23日
午
後
3
時
か

ら
▽
会
場
11
ア
ト
リ
エ
・
エ
ム
（
京

王
ス
ト
ア
平
山
店
隣
京
王
モ
ー
ル

内
）
▽
内
容
11ブ
ラ
ー
ム
ス
「
チ

ェ
ロ
ソ
ナ
タ
第

1
番
」
ほ
か
▽
費

用
1
1
2千
円
※
茶
菓
付
き
▽
問
合

せ
先
11加
藤

(
6
9
3
.
0
5
0
3
)

■連
続
講
座
「
敗
戦
と
新
し
い
出

発
」
①

▽
日
時
1
1
2月
23日
午
後
1
時
30

分
1
4時
▽
会
場
11
中
央
公
民
館

▽
講
師
11
小
松
良
郎
氏
▽
費
用
11

会
員
外
300円
▽
問
合
せ
先
11
日
野

の
歴
史
と
地
理
を
学
ぶ
会
（
松
尾

6
9
1
.
2
5
6
6
)
 

■小
泉
博
・
木
内
正
夫
「
風
景
ス

ケ
ッ
チ
ニ
人
展
」

▽
日
時
1
1
2月
25日
1
3月
2
日

午
前
10時
ー
午
後
6
時
※
2
日
は

午
後
5
時
ま
で
▽
会
場
11と
よ
だ

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
閏
合
せ
先

II

小
泉

(
6
8
1
.
6
7
4
6
)

■う
き
つ
き
手
芸
教
室

▽
日
時
1
1
2月
26日
午
前
10時
1

正
午
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
内
容
11
和
紙
で
つ
く
る
伝

統
び
な
▽
費
用
11
講
習
料

500円、

材
料
費

500円
▽
申
込
み
1
1
2月
21

日
ま
で
に
、
あ
い
あ
む

(
6
8
6
.

8
3
8
3
)

へ

■ビ
デ
オ
実
体
験
教
室

▽
日
時
1
1
3月
9
日
午
前
10時
1

午
後
5
時
▽
会
場
11
市
民
の
森
ス

〶
市
民
体
育
大
会
・
駅
伝
競
技
参

加
者
募
集
は
7
面
に
掲
載 ゑスホ・-ッ

贔

、森）

贔
K
虞
貰
唸
卵

▽
締
め
切
り
は
、

1
日
号
が
前
月
15
日
（
必
着
）
、

15
日
号
が
前
月
末
日
（
同
）
で
す
。

な
お
、
締
め
切
り
日
が
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
日
に
な
り
ま
す
。

ポ
ー
ツ
公
園
、
中
央
公
民
館
▽
内

容
11実
際
の
搬
影
と
観
賞
▽
持
ち

物
11ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、

筆
記
用
具

▽
申
込
み
1
1
2
月
28日
ま
で
に
日

野
市
映
像
連
盟
（
浅
尾
6
8
4
.
9

7
1
3
)

へ

■日
野
の
土
で
陶
芸
品
を
製
作

▽
日
程
1
1
3月
16日
・

23日
▽
内

容
11採
土
か
ら
土
づ
く
り
、
作
品

製
作
ま
で
※
登
り
窯
の
使
用
可
▽

費
用
1
1
2
千
円
▽
申
込
み
・
問
合

せ
1
1
2月
28日
ま
で
に
岩
元

(
6

8
3
.
7
8
2
4
/
F
A
X
8
2
.
2
 

1
6
8
)
へ
※
F
A
X
の
み
受
け

付
け
ま
す

■日
野
市
サ
ッ
カ
ー
連
盟

加
入
チ
ー
ム
募
集

▽
対
象
1118歳
以
上
の
市
内
在
住

•
在
勤
・
在
学
者
の
チ
ー
ム
※
募

集
数
は
若
干
。
申
込
多
数
の
場
合

は
書
類
選
考
▽
申
込
み
11
2
月
25

日
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

(
6

内
線
542)

へ

■日
野
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟

春
季
大
会
監
督
主
将
会
議

▽
日
時
1
1
2
月
23日
午
前
11時
1

午
後
0
時
30分
▽
会
場
11
日
野
自

工
健
保
ク
ラ
ブ
（
新
町
2
の
14
の

4
)
▽
ク
ラ
ス
・

費
用
I
I
S
.
L

…
2
万
円
／
男
子
一
般
、
壮
年
…

8
千
円
／
実
年
、
女
子
…
4
千
円

※
ほ
か
に
新
規
登
録
•
更
新
料

6

千
円
▽
間
合
せ
先
11
五
十
嵐

(
6

9
2
.
5
2
8
3
)
 

●
少
年
柔
剣
道
新
入
部
員
募
集

▽
内
容
・
日
時
11柔
道
・
・
・
木
曜
・

金
曜
日
午
後
4
時
1
5時
／
剣
道

・
・
・
月
曜
・
水
曜
日
午
後
3
時
30分

ー
5
時
▽
会
場
11
日
野
警
察
署
内

道
場
▽
対
象
11
市
内
在
住
の
小
3

ー
中
学
生
▽
申
込
み
1
1
2月
28日

ま
で
に
日
野
警
察
署
少
年
係

(
C

8
6
.
o
l
l
o
)

へ

●
日
野
市
体
育
協
会

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会

▽
日
程
・
内
容
・
講
師
1
1
3月
6
日

・
・
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
そ
の
役
割
※

森
武
氏
（
早
稲
田
大
学
教
授
）
／
7

日
…
ス
ポ
ー
ツ
事
故
の
判
例
等
※

日
野
一
男
氏
（
実
践
女
子
短
期
大

学
助
教
授
）
▽
時
間
11午
後

7
時

ー
9
時
▽
会
場
11
市
役
所
5
階
505

会
議
室
※
新
規
受
講
者
は
2
日
間

出
席
を
▽
費
用
11
千
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）
▽
持
ち
物
11筆
記
用

臭
▽
申
込
み
1
1
2月
28日
ま
で
に

所
定
の
申
込
書
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
、
南
平
体
育
館
に
あ
り
）
で
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課

(
6
内
線
543)
へ

■ア
ー
チ
ェ
リ
ー
初
心
者
教
室

▽
日
時
1
1
3月
8
日
・

15日
・

22

日
午
後
1
時
1
5時
▽
会
場
11
南

平
体
育
館
▽
甲
込
み
11当
日
会
場

で
▽
問
合
せ
先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
6
内
綜

543

唖
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
指
導
者
蓑
成
講

習
会

▽
日
時
1
1
3月
9
日
午
前
8
時
30

分
ー
午
後
0
時
15分
▽
会
場
11
七

生
中
校
庭
※
雨
天
中
止
▽
内
容

II

ピ
ッ
チ
ン
グ
掴
導
、
審
判
技
術
▽

講
師
11吉
野
み
ね
子
氏
（
ア
ト
ラ

ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
総
監
督
）
、
阿
部
義

明
氏
（
東
京
都
審
判
委
晨
会
委
員
）

▽
対
象
11小
学
3
年
生
以
上
の
方

▽
費
用
11大
人
千
円
、
高
校
生
・

大
学
生

500円
※
中
学
生
以
下
無
料

▽
持
ち
物
11
連
動
可
能
な
服
装
、

グ
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
▽
申
込
み
11当

日
会
場
で
▽
問
合
せ
先
11
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
C
内
線
543

杢
中
学
校
体
育
施
設
開
放

3
月
分
利
用
抽
選
会

▽
日
時
11
2
月
20
日
①
体
育
館
…

午
後
2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…

3

時
③
校
庭
…
4
時
▽
会
場
11
市
役

所
5
階

505会
議
室
▽
資
格
11
各
登

録
団
体
構
成
員
で
団
体
証
を
持
参

し
た
高
校
生
以
上
の
方
▼
学
校
体

育
施
設
開
放
利
用
団
体
登
録
証
の

更
新
に
つ
い
て
▽
中
学
校
体
育
施

設
開
放
利
用
抽
選
会
に
参
加
し
、

登
録
証
の
有
効
期
限
が
3
月
31日

で
切
れ
る
団
体
は
、
更
新
手
続
き

を
し
な
い
と

3
月
19日
の
抽
選
会

に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
手
続
き
は

3
月
7
日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
▽
問
合
せ
先
11
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
C
内
線
542

■生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
と
束
部

会
館
の
温
水
プ
ー
ル
監
視
貴
募
集

▽
勤
務
日
時
11
月
曜
日
を
除
く
午

前
9
時
30分
ー
午
後
9
時
▽
対
象

11
18歳
1
3
0歳
く
ら
い
の
2
種
巨

各
100
討
以
上
の
泳
力
が
あ
る
方

（
高
校
生
不
可
）
※
特
に
土
曜
・

日
曜
日
、
夜
の
勤
務
可
能
な
方
を

希
望
▽
面
接
1
1
2月
22日
午
後
2

時
か
ら
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

で
※
履
歴
書

（
写
真
添
付
）
の
持

参
を
▽
問
合
せ
先
11生
活
・
保
健

セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

(
6
8
2
.
0
0

凡ごあんよ9

■障
害
児
者
通
所
訓
練
施
設
か
ざ

ぐ
る
ま
の
家
ボ
＿
フ
ン
テ
ィ
ア
募
集

▽
4
月
か
ら
原
則
と
し
て
火
曜

1

土
曜
日
午
前

9
時
45
分
ー
午
後
3

時
30分
に
、
介
助
全
般
、
軽
作
業

の
補
助
、
外
出
の
付
き
恋
い
な
ど

を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
※
交

通
費
等
一
部
補
助
あ
り
▽
問
合
せ

先
11
同
施
設

(
6
9
3
.
2
3
0
6
)

■ワ
ー
プ
ロ
と
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

▽
日
時
・
会
場
1
1
2月
20
日
・

21

日
午
前
10時
ー
正
午
、
午
後
2
時

1
4時
、
午
後
7
時
1
9
時
…
生

活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
22日
・

23

日
午
前
10時
ー
正
午
、
午
後
2
時

1
4

時
：
・
・
勤
労
•

青
年
会
館
※2

日
間
全
5
コ
ー
ス
▽
定
員
11
各
30

人
※
初
心
者
、
中
高
年
の
方
歓
迎

▽
費
用
1
1
2千
500円
（
バ
ソ
コ
ン

は
500円
増
し
）

▽
申
込
み
先
11
村

上

(
C
8
4
.
1
3
8
1
)

■神
経
難
病
無
料
検
診
相
談

▽
日
時
1
1
2月
22日
午
後
1
時
1

5
時
▽
対
象
11
原
因
不
明
の
筋
肉

の
委
縮
・
脱
カ
・

震
え
を
感
じ
る

方
、
神
経
難
病
の
療
養
生
活
に
不

安
の
あ
る
方
※
専
門
医
が
診
療
▽

会
場
・
申
込
み
先
11
日
野
市
地
域

ケ
ア
研
究
所

(
6
8
6
.
9
0
5
1
)

■日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
入
会
説
明
会

▽
日
時
1
1
2
月
25日
午
前
9
時
30

分
か
ら
▽
内
容
11
映
画
上
映
と
概

要
説
明
（
入
会
受
け
付
け
は
後
日
）

▽
会
場
・
問
合
せ
先
11
同
セ
ン
タ

ー

(
C
8
1
.
8
1
7
1
)

■日
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
「
中
高
年
向
け
絵
画
教
室
」

▼
初
心
者
ク
ラ
ス
▽
日
時
11
4
月

か
ら
第1
•

第
3

水
曜
日
午
前9

時
30分
ー
正
午
▽
定
員
1120
人
※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
▼
経
験

者
ク
ラ
ス
▽
日
時
ー
毎
月
第

1
.

第
3
水
曜
日
午
後
、
同
木
曜
日
午

0
2
)
、
東
部
会
館

(
6
8
3
.
4
3

1
1
)
 

前
、
同
木
曜
日
午
後
※

3
ク
ラ
ス

▽
定
晨
11
若
干
人
（
同
セ
ン
タ
ー

の
絵
画
教
室
に
未
参
加
の
方
）

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
会
場
11
同

セ
ン
タ
ー
▽
内
容
11
油
彩
、
水
彩
、

デ
ッ
サ
ン
▽
対
象
11
45
歳
以
上
の

方
▽
費
用
11
入
会
金
2
千
円
、
月

3
千
300
円
、
材
料
費
年
8
千
円
（
総

・

額
を
前
・
後
期
に
分
納
）

▽
講
師

II

出
水
操
氏
▽
申
込
み
1
1
2月
17日

1
1
9日
に
同
セ
ン
タ
ー

(
6
8
1
.
8

1
7
1
)
へ
※

2
月
28日
午
後

1

時
30分
か
ら
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
で
説
明
会
。
申
込
者
は
参
加
を

■手
作
り
み
そ
講
習
会

▽
日
時
1
1
3月
9
日
午
前
9
時
1

正
午
▽
会
場
11
石
坂
昌
子
宅
（
百

草
671)
▽
内
容
11
麦
こ
う
じ
、
地

場
産
大
豆
、
薪
で
み
そ
作
り
▽
定

員
11先
着
15人
▽
費
用
1
1
2千
500

円
▽
持
ち
物
11炊
事
用
手
袋
、
は

し
、
わ
ん
、
持
ち
帰
り
用
容
群
▽

申
込
み
先
11
石
坂

(
6
9
1
.
6
4

7
7
)
 

■日
野
国
際
友
好
ク
ラ
ブ

日
本
語
教
師
養
成
講
座

▽
日
時
11
4
月
4
日
か
ら
毎
週
金

曜
日
（
全
10回
）
午
後

7
時
30分
i

9
時
▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
対
象
11
初
心
者
30人
▽
費

用
11
受
講
料
・
教
材
費
5
千
500円

▽
甲
込
み
1
1
3月
15日
（
必
着
）

ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
長
沼
ゆ
り

(-mlgl
百
草
920
の

1
4
5
6
9
1
.
6
1
4
0夜
間
）
へ
※

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

■ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

▼
ナ
イ
ト
ス
ケ
ー
テ
ィ
ン
グ
＆
ア

イ
ス
ス
ケ
ー
ト
シ
ョ
ー
▽
日
時
11

2
月
22日
午
後

4
時
30分
＼
7
時

▽
会
場
11
多
摩
テ
ッ
ク
※
掴
導
あ

り
▽
費
用
11
大
人
2
千
500円
、
子

供
2
千
円
▼
初
心
者
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
ス
ク
ー
ル
▽
日
程
1
1
3月
2
日

ー
3
日
▽
会
場
11
新
潟
県
六
日
町

ミ
ナ
ミ
ス
キ
ー
場
※
現
地
集
合
・

解
散
▽
費
用
1
1
2万
5
千
750円
▼

固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税

国
民
健
康
保
険
税

．．
 

．
）
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,
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（第

4
期）

（第

6
期）

■童
謡
の
会
「
こ
ま
く
さ
」

▽
毎
週
水
曜
日
午
前
9
時
40分
ー

■バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
「
キ
ャ
ッ

ツ
・
ア
イ
」

▽
水
曜
日
午
後
2
時
ー

5
時
、
金

曜
日
午
後

7
時
i
9時
に
多
摩
総

合
体
育
館
（
多
摩
市
）
で
▽
費
用

11
月
千
円
▽
持
ち
物
11体
育
館
履

き
※
女
性
、
主
婦
歓
迎
▽
問
合
せ

先
11伴

(
6
9
4
.
3
7
3
6
)

■バ
ド
ミ
ン
ト
ン
「
ル
デ
ィ
」

▽
毎
月
第
1
木
曜
日
と
第
2
ー
第

4
火
曜
日
午
後

1
時
ー

5
時
に
南

平
体
育
館
な
ど
で
▽
費
用
11
入
会

金
2
千
円
、
月

5
千
円
※
指
導
あ

り
▽
問
合
せ
先
11
小
暮

(
6
9
2
.

6
3
4
6
)
 圏

[〗

エ
イ
サ
ー
教
室
▽
日
時
1
1
3月
3

日
・

10日
・

17日
午
後
7
時
ー

8

時
▽
費
用
1
1
5千
500円
▼
＿
＿
＿
線
教

室
▽
日
時
1
1
3月
3
日
ー
31日
の

毎
週
月
曜
日
午
後

8
時
30分
ー
，

時
30分
▽
費
用
1
1
1万
2
千
500円

▼
北
海
道
ff

美
幌
っ
子
＂
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
受
け
入
れ
家
庭
募
集
▽
受

け
入
れ
期
間
1
1
3月
31日
＼
4
月

2
日
▽
対
象
11
小
4
ー
中
学
生
が

い
る
家
庭
▼
切
年
度
幼
児
親
子
教

室
「
き
り
ん
」
会
員
募
集
▽
日
時

11
毎
週
月
曜
・
金
曜
日
午
前
9
時

40
分
ー

10
時
40
分
▽
内
容

11
製

作
、
読
み
き
か
せ
、
お
絵
か
き
ほ
か

▽
対
象
11
3
歳
児
▽
費
用
11月
8

千
500円
▼
春
休
み
ス
キ
ー
＆
ス
ノ

—
ボ
ー
ド
ス
ク
ー
ル
▼
ス
キ
ー
ス

ク
ー
ル
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

以
上
、
明
記
の
な
い
も
の
▽
会

場
11
同
セ
ン
タ
ー
▽
問
合
せ
先
II

同
セ
ン
タ
ー
（
6
8
2
.
3
1
3
6
)

11時
に
蕩
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
▽
費
用
11
入
会
金

500円
、
月
千

500円
※
見
学
歓
迎
▽
問
合
せ
先
II

松
本

(
6
9
4
.
6
9
9
7
)

■社
交
ダ
ン
ス
「
ク
ラ
プ

S
Q
.

B
」

▽
毎
月
第
1
1第
4
金
曜
日
午
後

2
時
ー
4
時
に
中
央
福
祉
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
▽
対
象
11
初
心
者
の
男

女
▽
費
用
11
入
会
金
千
円
、
月
2

千
円
▽
問
合
せ
先
11荒
川

(
6
9
1

•1098) 
■パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
「
手
づ
く
り
暮

ら
し
の
会
」

▽
毎
月
第1
•

第
3

月
曜
日
午
後

1
時
i
3時
と
同
水
曜
日
午
前
10

時
ー
正
午
に
落
川
地
区
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
▽
対
象
11初
心
者
▽
費
用

11月
2
千
円
▽
問
合
せ
先
11柳
原

(
6
9
4
.
4
4
3
2
夜
間
）

■社
交
ダ
ン
ス
「
カ
ト
レ
ア
の
会
」

▽
毎
週
金
曜
日
午
後

7
時
15分
i

9
時
に
鵜
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
▽
対
象
1
1
6
0
歳
く
ら
い
ま
で
の

男
女
▽
費
用
11
入
会
金
2
千
円
、

月
3
千
円
※
プ
ロ
が
掴
導
▽
問
合

せ
先
11横
野

(
6
9
2
.
8
4
0
3
)

■新
舞
踊
・
民
舞
「
す
み
れ
会
」

▽
毎
月
第2
•

第
4

水
曜
日
午
後

1
時
ー
4
時
に
中
央
福
祉
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
▽
費
用
11入
会
金
3
千

円
、
月
2
千
500円
※
初
心
者
歓
迎

▽
問
合
せ
先
11安
藤

(
6
8
6
.
1

8
3
5
)
 

■幼
児
サ
ー
ク
ル
「
ひ
よ
こ
の
会
」

▽
毎
週
月
曜
日
午
前
中
に
陽
光
会

館
で
▽
内
容
11
リ
ズ
ム
遊
び
、
製

作
、
野
外
活
動
ほ
か
▽
対
象
1
1
1

歳
ー
4
歳
児
▽
費
用
11
入
会
金
2

千
円
、
月
4
千
円
▽
問
合
せ
先

II

原
田

(
6
8
6
.
9
4
0
6
)


